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●「原子力の日」を記念した第１４回ポスターコ
　ンクールで、関藤綾ちゃん（桜が丘東２丁目）
　の水彩画が文部科学大臣賞に選ばれました。 
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十
月
二
十
八
日（
日
）、赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
で

赤
磐
市
ふ
る
さ
と
祭
り
が
、澄
み
渡
る
秋
空
の
も
と

開
か
れ
、市
内
外
か
ら
の
大
勢
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、地
域
ぐ
る
み
や
各
種
団
体
な
ど
の
テ

ン
ト
が
並
び
、特
産
品
、焼
き
そ
ば
な
ど
が
販
売
さ

れ
、人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、市
内
の
郷
土
芸
能
グ
ル
ー

プ
が
登
場
し
、踊
り
や
楽
器
演
奏
な
ど
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
。 

　
歌
手
庄
野
真
代
さ
ん
の
ラ
ジ
オ
公
開
録
音
コ
ン

サ
ー
ト
、子
ど
も
向
け
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や

も
ち
投
げ
も
あ
り
、祭
り
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

赤
磐
の
秋
を
堪
能 

赤
磐
市
ふ
る
さ
と
祭
り 
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十
一
月
二
日（
金
）か
ら
六
日（
火
）に

か
け
て
岡
山
県
内
各
市
町
村
を
会
場

に
第
十
九
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル「
ま
な
び
ピ
ア
岡
山
２
０
０
７
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。 

　
赤
磐
市
で
も
「
赤
磐
の 

未
来
に
つ
な

が
る 

ま
な
び
ピ
ア
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
、

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
を
主
会
場
と
し
て

中
央
公
民
館
や
学
校
な
ど
で
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。 

     

　
「
生
涯
学
習
」
に
つ
い
て
の
重
要
性
が

叫
ば
れ
る
中
、平
成
元
年
に
千
葉
県
で

第
一
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、日
ご
ろ
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動

を
実
践
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
そ
の
成
果

を
発
表
し
て
い
た
だ
き
、よ
り
多
く
の

人
に
生
涯
学
習
に
親
し
み
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
開
催
都
道
府
県

の
自
治
体
だ
け
で
な
く
、全
国
各
地
の

企
業
や
各
種
団
体
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
運
営
を
行
う
た
め
「
学
び
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
祭
典
と
い
え
ま
す
。 

　１１月２日、「まなびピア岡
山」開幕記念として行われ
た赤磐市グラウンドゴルフ
大会。赤磐市グラウンドゴ
ルフ協会の２２０人（４４チーム）
が出場し自慢の腕を競い合
いました。 
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　１１月３日に行われた「吹奏楽の祭典」。市内
中学校吹奏楽部、岡山学芸館高等学校吹奏楽部、
米米CLUBのサクソホン奏者「オリタノボッタ」
さんの演奏が参加者を魅了しました。 

　１１月３日、４日と作品展示
のあった「特設展示スペース」
には、公民館グループなどの
作品が並べられ、来場者の目
を楽しませていました。 

　１１月３日、女優大山のぶ代さ
んの「私のおもしろ人生あれこ
れ」というテーマで行われた文
化講演会には、約９００人の市民
が詰め掛け、大山さんの軽妙な
語りに聞き入っていました。 

　１１月３日、「子どもまつり」のブース
では、木工やフリーマーケット、食事な
どのコーナーがあり、子どもたちの人
気を呼んでいました。 

   

　
赤
磐
市
で
は
期
間
中
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
皮
切
り
に
各
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
発
表
、女
優
大
山
の
ぶ
代
さ

ん
の
文
化
講
演
会
、公
民
館
グ
ル
ー
プ

な
ど
の
舞
台
発
表
、作
品
展
示
、オ
ペ
ラ

公
演
、音
楽
祭
、駐
車
場
で
の
「
生
涯
学

習
見
本
市
」
な
ど
内
容
は
盛
り
だ
く
さ

ん
。「
み
て 

ふ
れ
て 

た
い
け
ん
」で
き
る

イ
ベ
ン
ト
は
連
日
た
く
さ
ん
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

      

　
皆
さ
ん
は
「
学
習
」
と
い
う
言
葉
か

ら
「
学
校
」
や
「
宿
題
」
、「
塾
」
と
い
う

言
葉
を
連
想
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

確
か
に
そ
れ
ら
も
学
習
の
一つ
で
す
。 

　
し
か
し
学
校
で
の
勉
強
だ
け
が
「
学

習
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
が
そ
の
生
涯

の
中
で
何
か
を
見
聞
、体
験
し
、そ
こ
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考
え
た
り
感
じ

た
り
す
る
こ
と
も
「
学
習
」で
す
。 

　
そ
し
て
、生
涯
生
き
生
き
と
楽
し
く

学
び
続
け
る
こ
と
が
「
生
涯
学
習
」で
す
。 
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　１１月５日の午前と午後
の２回中央公民館で行わ
れた「中高年からはじめ
るらくらくピアノ」。約３０
人の受講があり、講師の
丁寧な指導で受講者の
腕前はみるみる上達しま
した。 

　１１月４日に行われたス
テージ発表「みんなの学
習発表会」。公民館グル
ープなど２７団体・約４００
人が、日ごろの練習の成
果を存分に披露しました。 

　１１月６日に行われた「小
学校・中学校音楽会」。市
内の各小学校の代表は２
ブロックに分かれて山陽
北小学校と仁美小学校へ、
中学校の代表は吉井中学
校へ集結。 
　何ヵ月もかけて練習を
重ねてきた歌と楽器演奏
の成果を披露しました。 

　
十
一
月
四
日
、山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体

育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
オ
ペ
ラ
「
ワ
カ
ヒ
メ
」ハ

イ
ラ
イ
ト
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
オ
ペ
ラ
は
赤
磐
市
が
発
祥
の
地
と
さ
れ

る
古
代
吉
備
の
美
女
・
稚
媛
伝
説
を
基
に
し
た

本
格
オ
ペ
ラ
。 

　
古
代
吉
備
王
国
と
大
和
朝
廷
の
壮
大
な
権

力
闘
争
や
稚
媛
を
め
ぐ
る
愛
憎
劇
を
三
人
の

役
者
が
迫
力
た
っ
ぷ
り
に
演
技
。
本
格
オ
ペ
ラ

を
楽
し
も
う
と
詰
め
掛
け
た
観
客
は
、ス
テ
ー

ジ
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
古
代
ロ
マ
ン
の
ひ
と

こ
ま
ひ
と
こ
ま
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 
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フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
期
間
中
、ス
ム
ー
ズ
な
大

会
運
営
の
た
め
に
裏
方
と
し
て
四
十
八
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
活
躍
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

　
案
内
、清
掃
、記
録
、照
明
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
場
で
キ
ラ
リ
輝
い
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。 

　
十
一
月
四
日
、中
央
公
民
館
で
第
四
回
赤

磐
市
音
楽
祭
「
ス
ト
ロ
ー
と
歌
と
弦
楽
五
重

奏
の
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
目
玉
は
、大
阪
音
大
講
師
の
神
谷

徹
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け

が
施
さ
れ
楽
器
に
変
ぼ
う
し
た
ス
ト
ロ
ー
の

演
奏
。 

　
次
々
に
繰
り
出
さ
れ
る
妙
技
に
、場
内
は

感
嘆
の
声
や
笑
い
声
が
わ
き
起
こ
っ
て
い
ま

し
た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は
ラ
イ
ツ
室
内

管
弦
楽
団
と
の
共
演
が
あ
り
、盛
ん
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 
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十
月
二
十
七
日
（
土
）
、二
十
八
日
（
日
）

の
二
日
間
に
わ
た
り
中
央
公
民
館
と
い
き

い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
文
化
協
会
山
陽

支
部
文
化
祭
」
と
「
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ

ー
文
化
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ど
ち
ら
の
文
化
祭
も
日
ご
ろ
の
文
化
芸

術
活
動
の
成
果
を
存
分
に
披
露
し
、詰
め

掛
け
た
来
場
者
は
展
示
さ
れ
た
作
品
に
見

入
っ
た
り
、ホ
ー
ル
で
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
を

熱
心
に
鑑
賞
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 ▲２７日に中央公民館大集会室で行われたハワイアンコンサート。西日本で活躍する「西山諒

　一郎とマウナハワイアンズ」のメンバーらのステージに会場は南国ムード一色になりました。 

▲編み物の作品展示に見入る来場者（中央公民館） ▲ちぎり絵の体験を楽しむ来場者（いきいき交流センター） 
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★親子でおせちをつくろう！ 
　日本古来の風習などにあまり触れる機会がなくなりつ
つある今日、親子でおせち料理を楽しんで一緒に作りま
せんか。おせち料理のいわれなどを話し、親子のきずな
を深めましょう。 
■日　時　12月25日（火）　9：30～13：00 
■対　象　小学校高学年～中学生とその親 
　　　　　（おじいちゃん、おばあちゃんも大歓迎！） 
■定　員　15組　　■受講料　1組1，000円 
■申込期間　12月3日（月）～〈先着順〉 
■会場＆問い合わせ先　中央公民館 1086-955-0069 
 
 
 
 
★園芸教室「お正月寄せ鉢作り」 
　お正月に自分で作った松竹梅の寄せ鉢を飾り、新年を
迎えましょう。 
■日　時　12月23日（日）　10：00～12：00 
■講　師　大西　章友　■対　象　一般 
■定　員　15人　　■参加費　2,000円（材料代） 
■申込期間　12月6日（木）～〈先着順〉 
■会場＆問い合わせ先　高月公民館 1086-229-9777 
 
 
★そば打ち教室 
　そば打ちを体験し、おいしいそばをみんなで味わって
みませんか。 
■日　時　1月12日（土）　10：00～13：00 
■講　師　数原　健功（新見市そば道場　田舎屋） 
■定　員　20人　　■対　象　小学校５年生～一般　
■参加費　500円　　 
■申込期間　12月10日（月）～〈先着順〉 
■会場＆問い合わせ先　高月公民館 1086-229-9777 
 
 
 
 
★キッズ工作クラブ 
　「スーパーボールをつくろう」 
■日　時　12月16日（日）　10：00～11：30 
■場　所　赤坂健康管理センター 
■対　象　小学生　　■参加費　100円 
■会場＆問い合わせ先　赤坂公民館 1086-957-2211 
 
 
 
 
 

 
 
　 
★子どもの広場 
　絵本読み聞かせの会「ぐりとぐら」のお話やパネルシ
アターそしてサンタを作ります。 
■日　時　12月22日（土）　13：00～14：00 
■対　象　幼児～　　　■参加費　無料 
■申し込み　不要 
■会場＆問い合わせ先 
　西山公民館 1086-955-0777 
 
 
 
★ドキドキ工作教室 
　自分でたこを作ってあげましょう。 
■日　時　1月5日（土）　9：00～11：00 
■定　員　15人　　■対　象　小学校1～6年生 
■参加費　無料 
■申込期間　12月10日（月）～〈先着順〉 
■会場＆問い合わせ先　西山公民館 1086-955-0777 
 
 
 
 
★ドキドキ講座「自然観察会」 
　自然大好き人間集まれ。水辺に生息する鳥について
観察してみよう。 
■日　時　12月22日（土）　9：00～11：00 
　　　　　（雨天の場合は中止） 
■場　所　吉井川河原（赤磐市千躰）―水辺の鳥観察 
■定　員　30人　　　■対　象　なし 
■参加費　無料 
■会場＆問い合わせ先　熊山公民館 108699-5-1360 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中央公民館主催講座 

高月公民館主催講座 

赤坂公民館主催講座 

西山公民館主催講座 

熊山公民館主催講座 

 

各公民館 
所 在 地 

※年末年始の１２月２８日から１月４日まで休館させていただきます。 
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　７５歳以上の後期高齢者の心身の特性や生活実態をふまえ、高齢社会に対応する仕組みとして、後期高齢者の独
立した医療制度が創設されます。これまで７５歳（一定の障害がある人は６５歳）以上の人は国民健康保険、共済組
合などの医療保険制度に加入しながら「老人保健制度」で医療を受けていましたが、平成２０年４月からは新たな独
立した医療保険制度となる「後期高齢者医療制度」で医療を受けることになります。 

《後期高齢者医療制度になると次の点が変わります》 
　老人保健制度から後期高齢者医療制度への変更点は以下のとおりです。 

《老人保険制度と変わらない点》 
　™医療費の窓口負担…１割（現役並みの所得のある人は３割）負担となります。 
　™医療を受けたときの給付 

国民健康保険や健康保険組合、共済組合などの
医療保険制度に加入しながら、「老人保健制度」
で医療を受けます。 
制度の運営は市町村が行います。 

現在加入している医療保険制度から脱退して、新た
な独立した医療保険制度の「後期高齢者医療制度」
で医療を受けます。 
制度の運営は、各都道府県単位ですべての市町村
が加入する広域連合（岡山県では「岡山県後期高齢
者医療広域連合」）が行います。 

「老人保健制度」に保険料の負担はなく、保険
料は、加入している医療保険に各自納付します。 
健康保険組合や共済組合などの被扶養者は保
険料の負担はありません。 

被保険者すべてが「後期高齢者医療制度」の保険
料（被保険者全員が頭割で負担する「均等割額」と
被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の合
計額）を納めます。 
保険料は、原則として年金から天引きされます。 
これまで自分で保険料を支払っていなかった健康
保険組合や共済組合などの被扶養者の人も保険料
を納めるようになります。 

被保険者が加入している医療保険からそれぞ
れ被保険者証が世帯に１枚、または１人に１枚交
付されます。あわせて、市町村から「老人保健
法医療受給者証」が１人に１枚交付されます。 

被保険者全員に「後期高齢者医療制度」独自の被保
険者証が１人に１枚交付されます。 

７５歳の誕生日のある月の翌月（誕生日が１日の
人はその月）から対象となります。 

「後期高齢者医療制度」の被保険者の資格を得たと
きから対象となります。被保険者の資格を得るのは
以下のようなときです。 
™７５歳になったとき〔７５歳誕生日当日から〕 
　（平成２０年４月１日以前に７５歳以上の人は平成２０
　年４月１日から） 
™６５歳以上７５歳未満で一定の障害がある人が広域
　連合の認定を受けたとき。 

７５歳（一定の障害がある人は６５歳）以上の人が
対象となります。 

７５歳（一定の障害がある人は６５歳）以上の人はす
べて対象となります。健康保険組合や共済組合な
どの被扶養者の人も対象となります。 

加入する 
制度は？ 

期　　日 平成２０年３月３１日まで 平成２０年４月１日から 

老人保健制度 後期高齢者医療制度 

対象となる 
人は？ 

対象となる 
ときは？ 

保険証は？ 

保険料は？ 

™岡山県後期高齢者医療広域連合　1０８６-２４５-００９０ 
™赤磐市役所市民課国保・年金係　1０８６-９５５-１１１３ 問い合わせ先 

＜お詫びと訂正＞先月号の広報に掲載していた広域連合の電話番号に誤りがあり、 
大変ご迷惑をおかけしました。正しくは下記のとおりです。 
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「
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
推
進 

　
条
例
（
仮
称
）
」
素
案
に
つ
い
て 

　
ご
意
見
を
広
く
募
集
し
ま
す 

 

　
市
で
は
、男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
総
合
的

か
つ
効
果
的
に
推
進
し
て
い
く
上
で
の

規
範
と
な
る
条
例
を
定
め
る
た
め
、素

案
に
対
す
る
ご
意
見
の
募
集
を
行
い
ま

す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
条
例

案
に
反
映
し
ま
す
。 

【
意
見
の
募
集
期
間
】 

　
十
二
月
二
十
五
日（
火
）ま
で 

【
意
見
の
提
出
対
象
者
】 

¡
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
　 

¡
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有
す

　
る
個
人
・
法
人
・
そ
の
他
の
団
体 

【
資
料
の
閲
覧
方
法
】 

q
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

w
窓
口
で
の
閲
覧 

¡
本
庁
市
民
課 

¡
各
支
所
市
民
生
活
課 

【
意
見
の
提
出
方
法
】 

　
指
定
の
意
見
提
出
用
紙
に
、住
所
、

氏
名
、連
絡
先（
電
話
番
号
、電
子
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
）と
本
件
へ
の
ご
意
見

を
記
入
の
上
、郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
・
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
ご
遠

　
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、ご
意
見
に
対

　
す
る
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

　
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、住
所
・

　
氏
名
・
連
絡
先
を
除
き
、す
べ
て
公

　
開
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

　
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

　
さ
い
。 

【
意
見
の
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
本
庁
市
民
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
４
　 

　
6
０
８
６（
９
５
５
）１
６
０
２ 

  

　
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例 

　
検
討
委
員
会
の
会
議
内
容
お
よ
び 

　
開
催
予
定
の
お
知
ら
せ 

 【
第
三
回
検
討
委
員
会
】 

　
十
一
月
十
五
日（
木
）に
開
催
し
た

会
議
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◆
条
例
の
名
称
お
よ
び
条
例
素
案
の

　
検
討 

【
第
四
回
検
討
委
員
会
の
予
定
】 

〈
日
　
時
〉 

　
一
月
二
十
四
日（
木
） 

　
午
後
三
時
〜 

〈
場
　
所
〉 

　
本
庁
二
階
第
二
会
議
室 

※
委
員
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
。 

　赤磐市では、合併３周年を迎えるにあたり、市のシンボルとしてふさわしく、市民から愛され親しまれる
「市の花・市の木」を制定するため、候補を募集しました。募集結果の概要は次のとおりです。今後、市民
憲章等検討委員会で、応募のあった中から「市の花・市の木」として最もふさわしいものを選定します。 
※募集結果の詳細は、市ホームページ、本庁企画課・各支所市民生活課で閲覧できます。 

　■応募対象／市内に在住・在勤・在学の人　　■募集期間／９月３日（月）～２８日（金） 
　■応募総数／２８８通（花…２８６件・４６品目、木…２７９件・４７品目） 
　■募集結果／※主なものを掲載（選定は全ての候補の中から行います） 

桃 

桜 

コスモス 

ひまわり 

たんぽぽ 

彼岸花 

ツツジ 

その他（３９品目） 

１３６ 

４１ 

３３ 

９ 

７ 

６ 

５ 

４９ 

松 

赤松 

桜 

桃 

もみじ（かえでを含む） 

葡萄（ぶどう） 

イチョウ、キンモクセイ、サルスベリ、杉、梅 

その他（３６品目） 

１０９ 

２５ 

２３ 

２２ 

１６ 

８ 

各５ 

５１ 

候　　　補 応募数 候　　　　　補 応募数 

《市の花》 《市の木》 

「市の花・市の木」 
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中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 
●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
 

※借りるときには利用者
　カードをお持ちください。

※はじめて借りる人は、免
　許証・保険証など氏名・
　住所を確認できるもの
　を提示し申請してくださ
　い。利用者カードを作り
　ます（小学生以下の人
　は保護者が申請してく
　ださい）。 

全館休館日 

中央・赤坂・吉井図書館休館日 

熊山図書館休館日 

火 水 月 金 土 木 日 

1『映画篇』 
　　金城　一紀／著 
　　（集英社／出版） 
 
 
 
2『わたしの台所』 
　　（成美堂出版／出版） 
 
 
 
3『清らかな厭世』 
　　阿久　悠／著 
　　（新潮社／出版） 
 
 
4『十二の嘘と十二の真実』 
　　あさの　あつこ／著 
　　（徳間書店／出版） 

1『ラッセルとクリスマスのまほう』 
　　ロブ・スコットン／作 
　　とき　ありえ／訳 
　　（文化出版局／出版） 
 

2『ほっぺのすきなこ』 
　　木坂　涼／作 
　　杉田比呂美／絵 
　　（岩崎書店／出版） 
 

3『さっきはごめんね』 
　　山本　なおこ／作 
　　渡辺有一／絵 
　　（PHP研究所／出版） 
 

4『イモムシかいぎ』 
　　市居　みか／作・絵 
　　（小学館／出版） 

●日時／１２月１５日（土）　１０時３０分～ 
●場所／赤坂図書館 
●内容／“赤坂まるパンの会”によるク  
　　　　リスマスお楽しみ会♪ 

【一般書】 
　1『名もなき毒』宮部みゆき／著 
 
　　　　　　2『容疑者Ｘの献身』 
　　　　　　　　東野圭吾／著 
 
　　　　　　2『夜明けの街で』 
　　　　　　　　東野圭吾／著 
 

 
 

…………………………３３回 
 
 

…………………３０回 
 
 

…………………３０回 

 
 

………………………３７回 
 

………………………３４回 
 

…………………３０回 

【児童書】 
　1『かいけつゾロリの大金もち』 
　　　原ゆたか／著 
　2『かいけつゾロリのてんごくとじごく』 
　　　原ゆたか／著 
　3『おじいちゃんのごくらくごくらく』 
　　　西本鶏介／著 ほか 
 

楽しいこといっぱい♪ 
みんなきてね☆ 

●日時／１２月１５日（土）　１０時３０分～ 
●場所／くまやまふれあいセンター 
●内容／絵本、パネルシアター、クリス  
　　　　マスソングなど 

　サンタさんがやって
くるよ！ 
　クリスマスのおはなし
を楽しもう♪ 
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16

郷土の 

物 人 

＜漢学者／可真下＞ 

太田　宜軒 
お お た  ぎ け ん  

s
「
南
夢
香
先
生
碑
」（
赤
磐
市
千
躰
） 

s
「
大
石
廉
君
碑
」
撰
文
・
太
田
宜
軒
 

　（
赤
磐
市
弥
上
） 

ほ
う
こ
く
 

け
ん
さ
ん
 

こ
う
め
い
 

ぎ
 

ざ
ん
 

ひ
が
し
た
に
 

す
な
お
 

せ
ん
　
だ
 

た
め
　
ご
 

ま
す
　
た
 

い
る
　
や
 
と
も
さ
ぶ
ろ
う
 

か
が

と

 

太田宜軒「宜軒先生之碑」 
（赤磐市可真下） 

　
　
太
田
宜
軒（
以
下
宜
軒
）は
、

本
名
を
太
田
新
造
と
い
い
、号
を
宜

軒
と
称
し
ま
し
た
。
嘉
永
元
年（
一

八
四
八
）五
月
十
一
日
、磐
梨
郡
可

真
下
村
（
現
赤
磐
市
可
真
下
）に

生
ま
れ
ま
し
た
。
 

　
宜
軒
は
幼
い
時
か
ら
読
書
を

好
み
、星
島
良
平（
岡
山
藩
学
教

授
）、山
田
方
谷（
備
中
松
山
藩
士
・

漢
学
者
）に
つ
い
て
儒
学（
孔
子
を

宗
師
と
す
る
学
問
）を
学
び
ま
す
。

努
力
を
重
ね
研
鑽
の
後
、学
問
を

大
成
し
ま
す
。
 

　
宜
軒
は
、儒
者
と
し
て
、祖
先

の
祭
り
を
儒
教
に
改
め
よ
う
と

し
ま
し
た
が
、法
華
経
を
厚
く
信

仰
し
て
い
た
宜
軒
の
父
は
、頑
と

し
て
こ
れ
を
譲
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

　
宜
軒
は
思
い
ま
し
た
。
父
を
説

き
伏
せ
る
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
。

し
か
し
、自
分
は
ま
だ
仏
教
を
よ

く
知
ら
な
い
。
仏
教
を
知
ら
ず
儒

教
を
主
張
す
る
の
は
道
理
に
反

す
る
。
そ
こ
で
、仏
教
を
知
る
た
め

に
京
都
の
寺
に
行
き
ま
す
。
 

　
そ
の
寺
に
は
語
る
に
足
る
僧
は

お
ら
ず
、た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た

客
が
、「
東
備
に
は
、
立
派
な
儀

山
和
尚
が
お
ら
れ
る
で
は
な
い
か
」

と
言
い
、
宜
軒
は
備
前
に
帰
っ
て

き
ま
す
。
 

　
儀
山
は
、若
狭
国（
現
福
井
県
）

出
身
の
僧
で
、曹
源
寺（
現
岡
山

市
円
山
）の
住
職
で
し
た
。
慶
応

二
年（
一
八
六
六
）孝
明
天
皇
か
ら

「
仏
国
興
盛
禅
師
」
の
号
を
下
賜

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
早
速
、
曹
源
寺
に
儀
山
を
訪

ね
た
宜
軒
は
三
昼
夜
に
及
ぶ
議

論
を
交
わ
し
ま
す
。
儀
山
の
人
格
、

学
問
に
感
嘆
し
た
宜
軒
は
、や
が

て
悟
り
を
得
、儀
山
か
ら
純
円
の

称
号
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
時
、宜
軒
は
初
め
て
父
の

志
を
尊
敬
し
、父
も
ま
た
こ
れ
を

喜
ん
だ
の
で
し
た
。
 

　
つ
い
で
、
宜
軒
は
儀
山
か
ら
曹

源
寺
で
大
学
（
儒
教
の
経
書
）を

講
じ
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、宜
軒
の
名
声
は
広

ま
り
、教
え
を
請
う
も
の
が
多
数

に
上
っ
た
こ
と
か
ら
、
磐
梨
郡
可

真
下
村
に
東
谷
書
院
と
い
う
私

塾
を
開
き
ま
し
た
。
 

　
明
治
十
二
年（
一
八
七
九
）二
月
、

宜
軒
三
十
歳
の
と
き
、第
一
回
岡

山
県
会
議
員
に
当
選
し
ま
す
。

磐
梨
郡
の
定
数
が
一
人
の
選
出
で

あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
こ
ろ
す
で
に

宜
軒
の
評
判
は
広
く
知
れ
渡
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
県
会
議
員

は
明
治
十
四
年
三
月
ま
で
務
め

ま
し
た
。
 

　
宜
軒
の
人
と
な
り
は
、法
華
経

と
易
経
の
み
を
読
む
、常
識
の
枠

を
超
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
人
物
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
大
正
二
年（
一
九
一
三
）五
月
二

十
一
日
、大
阪
で
客
死
し
ま
し
た
。

六
十
五
歳
で
し
た
。
 

　
宜
軒
の
教
え
は
周
囲
に
大
き

な
影
響
を
与
え
、多
く
の
才
知
に

秀
で
た
弟
子
を
輩
出
し
ま
し
た
。
 

　
門
下
生
に
は
、可
真
村
の
初

代
村
長
を
務
め
、県
会
議
員
、

衆
議
院
議
員
に
な
っ
た
弥
上

村（
現
赤
磐
市
弥
上
）の
大
石

廉
。
 

　
後
月
郡
の
型
破
り
の
郡
長

と
し
て
名
を
馳
せ
た
千
躰
村（
現

赤
磐
市
千
躰
）の
南
為
吾
。
 

　
岡
山
県
果
樹
振
興
の
祖
と

仰
が
れ
た
稗
田
村
（
現
赤
磐

市
稗
田
）の
小
山
益
太（
広
報

「
あ
か
い
わ
」
平
成
十
七
年
十

二
月
号
参
照
）。
 

　
竹
ト
ン
ボ
式
の
飛
行
機
を

考
案
し
た
河
田
原
村
（
現
赤

磐
市
河
田
原
）の
射
矢
友
三
郎

な
ど
が
い
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
現
在
、
可
真
下
に
あ
る
東

谷
池
上
部
の
墓
地
の
一
角
に
、

高
さ
約
三
・
二
㍍
の
「
宜
軒
先

生
之
碑
」
が
あ
り
ま
す
。こ
の

碑
は
、香
登
出
身
の
漢
学
者
岳
陽

鷹
取
克
明
の
撰
文
に
よ
る
も
の
で
、

文
字
は
宜
軒
の
門
弟
子
樂
山
小

山（
益
太
）が
、心
を
こ
め
、謹
ん
で

書
い
た
と
あ
り
ま
す
。
 

　（
山
陽
郷
土
資
料
館
　
高
畑
富
子
） 

  ●
参
考
文
献
 

　
　
『
熊
山
町
史
』
 

　
　
『
赤
磐
郡
誌
』
 

　
　
『
岡
山
縣
人
名
辭
書
』
 

　
　
『
岡
山
県
歴
史
人
物
事
典
』
他
 

つ
つ
し
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大

会

結

果

 

お

知

ら

せ

 

　
長
〜
い
す
べ

り
台
（
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
）
、

砂
場
、石
の
山

な
ど
が
あ
り
ま

す
。 

   

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本

　
人
の
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し

　
て
い
ま
す
。 

 

■
天
皇
賜
杯
第
六
十
二
回 

　
全
日
本
軟
式
野
球
大
会 

　
　
　
　
　
　
　（
大
分
県
） 

◇
古
川
和
典 

　（
桜
が
丘
東
四
丁
目
） 

◇
井
口
彰
太 

　（
桜
が
丘
西
三
丁
目
） 

◇
内
田
大
介 

　（
山
陽
四
丁
目
） 

 

■
第
九
回
全
日
本
学
生
柔
道 

　
体
重
別
団
体
優
勝
大
会 

　
　
　
　
　
　
　（
兵
庫
県
） 

◇
仙
波
大
輔 

　（
桜
が
丘
東
四
丁
目
） 

        

     

開
催
日
　
十
月
二
日（
火
） 

開
催
場
所 

　
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園 

　
ふ
れ
あ
い
広
場 

参
加
者
数 

　
十
一
チ
ー
ム（
五
十
四
人
） 

結
　
果 

™
優
　
勝
／
岩
田
Ａ（
山
陽
） 

™
準
優
勝
／
岩
田
Ｂ（
山
陽
） 

™
第
三
位
／
窪
田（
赤
坂
） 

™
ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
賞
／ 

　
可
真（
熊
山
） 

™
Ｂ
Ｂ
賞
／
赤
坂（
赤
坂
） 

     

開
催
日
　
十
月
十
四
日（
日
） 

開
催
場
所 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館 

結
　
果（
関
係
分
） 

™
準
優
勝
／
桜
が
丘
ク
ラ
ブ 

™
第
三
位
／
ベ
ア
ー
ズ
吉
井 

 

    

開
催
日
　
十
月
二
十
一
日（
日
） 

結
　
果 

〔
Ａ
組
〕　 

™
優
　
勝
／ 

　
愛
甲
博
美
・
柳
原
紗
希 

™
準
優
勝
／
劉
・
山
本 

™
第
三
位
／
今
井
田
・
磯
谷 

〔
Ｂ
組
〕 

™
優
　
勝
／ 

　
多
田
冨
工
美
・
柳
原
す
み
子 

™
準
優
勝
／
小
野
田
・
茂
成 

™
第
三
位
／
山
本
・
花
房 

      

開
催
日
　
十
月
二
十
八
日（
日
） 

開
催
場
所 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館 

結
　
果（
関
係
分
） 

【
小
・
中
学
生
の
部
】 

™
第
三
位
／ 

　
松
本
・
栗
田（
桜
が
丘
中
） 

【
敗
者
復
活
の
部
】 

™
三
・
四
・
五
位
グ
ル
ー
プ
優
勝 

　
西
崎
・
高
岸（
桜
が
丘
中
） 
       

　
城
南
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
西
谷
茅
紘
さ
ん（
福
田
）

と
中
原
実
香
さ
ん（
黒
本
）が
岡

山
県
強
化
指
定
選
手
に
選
ば
れ

ま
し
た
。二
人
は
県
下
の
六
年
生

四
百
人
か
ら
選
ば
れ
た
十
五
人
の

中
に
入
り
、十
二
月
二
十
二
日
〜

二
十
六
日
に
中
国
南
京
市
で
、来

年
三
月
二
十
九
・
三
十
日
に
は
広

島
県
で
遠
征
試
合
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

西谷さん（右）と中原さん（左） 
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シリーズ#2

　
市
で
は
、子
ど
も
の
と
き
か
ら
健
康
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、市
内
の
小

中
学
生
を
対
象
に
「
健
康
づ
く
り
作
文
」

を
募
集
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
優
秀
作
品
（
小
学
生
の
部
）
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

  「
心
と
体
で
健
康
」 

　
　
山
陽
西
小
学
校
六
年
　
前
田 

理
奈 

 

　
私
は
健
康
が
と
っ
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。 

¡
自
分
の
足
で
、思
い
っ
き
り
走
れ
る
事 

¡
食
品
を
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
食
べ
ら
れ

　
る
事 

¡
家
族
や
友
だ
ち
の
笑
顔
を
私
の
目
で
見

　
ら
れ
る
事 

¡
先
生
や
友
だ
ち
の
声
が
聞
け
る
事 

　
あ
ら
た
め
て
考
え
る
と
、私
に
は
す
て
き

な
事
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。で
も
、そ
れ
を
あ
た

り
前
に
思
い
、健
康
の
あ
り
が
た
さ
や
大
切

さ
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
、最
近
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
は
、健
康

と
い
う
も
の
に
、特
に
気
を
付
け
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
例
え
ば
、毎
日
散
歩
に
行
っ
た
り
、ジ
ュ
ー

ス
ば
か
り
飲
ま
ず
、ア
イ
ス
を
食
べ
す
ぎ
な

い
な
ど
食
べ
物
に
気
を
つ
け
た
り
、食
べ
た

ら
す
ぐ
に
歯
を
丁
寧
に
み
が
い
た
り
し
て
、

気
を
付
け
て
い
ま
す
。 

　
お
か
げ
で
、熱
も
め
っ
た
に
出
な
く
な
っ

た
し
、虫
歯
も
な
い
し
、大
け
が
も
し
て
い

ま
せ
ん
。 

　
お
母
さ
ん
は
、栄
養
を
考
え
て
食
事
を

作
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。や
っ
ぱ
り
食
べ
物
に

も
、気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ

う
し
て
私
が
健
康
な
の
は
、お
母
さ
ん
た
ち

の
お
か
げ
で
も
あ
る
と
、私
は
気
づ
い
て
き

ま
し
た
。 

　
八
十
二
才
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、と
っ

て
も
元
気
で
す
。
今
、大
き
な
病
気
を
し
て

い
な
い
、ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、健
康
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。 

　
八
十
二
才
で
元
気
満
々
の
ひ
い
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
事
を
、私
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
う
ら
や
ま
し

い
、ほ
こ
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
病
気
と
い
う
も
の
は
、お
そ
ろ
し
い
で
す
。

い
つ
ど
こ
で
な
る
か
分
か
ら
な
い
し
、そ
の
瞬

間
か
ら
そ
れ
ま
で
と
は
ち
が
う
暮
ら
し
方

に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、私
に
で
き
る
、私
の

健
康
法
を
一
つ
で
も
多
く
発
見
し
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
給
食
も
そ
の
一
つ
で
、

「
残
さ
な
い
よ
う
に
食
べ
な
い
と
い
け
な
い
な

あ
」 

と
六
年
生
に
な
っ
て
が
ん
ば
り
始
め
ま
し
た
。 

「
健
康
っ
て
何
だ
ろ
う
」 

と
、心
の
中
で
自
分
に
聞
い
て
み
る
と
、 

「
体
だ
け
健
康
だ
っ
た
ら
い
い
ん
だ
よ
」 

と
い
う
答
え
は
返
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

悩
ん
だ
り
悲
し
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、

誰
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
心
の
健
康
も
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
元
気
な

心
、ダ
メ
な
私
も
い
い
よ
っ
て
思
え
る
優
し
い

心
、そ
ん
な
心
の
健
康
と
体
の
健
康
と
が
合

わ
さ
っ
て
、本
当
の
健
康
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

¡
毎
朝
、楽
し
み
な
事
が
思
い
浮
か
ぶ
事 

¡
健
康
で
気
持
ち
よ
く
起
き
ら
れ
る
事 

　
こ
ん
な
私
の
宝
物
を
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
て
い
く
た
め
に
、早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご

は
ん
や
私
な
り
の
健
康
法
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　熊山病院では、話題を呼んでいる最新
鋭の超細径の経鼻内視鏡を今年７月か
ら導入し、鼻からの挿入による上部内視
鏡検査を行っています。 
　口から挿入する場合は、モノがのどを
通る違和感から吐き気や苦しさを伴うと
ともに、患者と医師の会話による意思疎
通が困難となります。 
　鼻から挿入する場合は、舌の根元に触れないので、ほとんど吐
き気や苦しさを感じないため、非常に楽に検査を受けることが
でき、患者と医師の会話を通して相互に確認をしながら、安心し
て検査を受けることが出来ます。今まで、「胃カメラは苦しいも
のだ」と思っておられる人にぜひお勧めします。 
　実際に経鼻注検査を経験したほとんどの人が「楽だった」と
言われています。 
　【問い合わせ先】熊山病院 1０８６９９-５-１２５１ 

熊 山 病 院 

　熊山病院では、昨年に引き
続き「ふれあいさわやかコンサ
ート」を開催します。心地よい音楽を聴きなが
ら素敵なひとときをお過ごしください。 

■日　時／１２月１２日（水）  午前１０時３０分～ 
■場　所／熊山病院玄関ホール 
■入場料／無　料 
■演　奏 
　クワイアチャイム、ピアニカアンサンブル、　 
　オカリナ＆尺八、ソプラノ独唱 
■演奏曲目 
　™クリスマスソング ™ラプソディー・イン・ブルー 
　™恋のバカンス ™千の風になって　ほか 
■後　援／大阪音楽大学同窓会（幸楽会） 



 

●
お
は
な
し
会
 

　〔
毎
月
第
２
土
曜
日
〕 

　
14：
00～（

吉
井
図
書
館
） 

 ●
ク
リ
ス
マ
ス
会
 

　
（
お
は
な
し
の
お
へ
や
特
別
版
） 

　
10：
30～（

熊
山
図
書
館
） 

●
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会
 

　
（
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
特
別
版
） 

　
10：
30～（

赤
坂
図
書
館
） 

●
星
空
講
座
無
料
観
望
会
 

　
18：
00～
21：
00（
竜
天
天
文
台
） 

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん
 

　〔
毎
週
水
曜
日
〕 

　
11：
00～（

中
央
図
書
館
） 

日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

Sunday
M

onday
Tuesday

W
ednesday

Thursday
Friday

Saturday

●
無
料
法
律
相
談
 

　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
 

　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
 

　
10：
00～
11：
00（
赤
坂
公
民
館
） 

●
乳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
1
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
人
権
・
行
政
・
障
害
者
・
 

　
心
配
ご
と
相
談
 

　
13：
00～
15：
00 

　（
仁
美
農
村
振
興
セ
ン
タ
ー
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
人
権
・
行
政
・
消
費
生
活
相
談
 

　
13：
00～
16：
00 

　（
本
庁
2階
第
1会
議
室
） 

●
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
 

　
13：
30～
15：
30（
吉
井
会
館
） 

●
乳
児
健
診
・
育
児
相
談
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
育
児
相
談
 

　
受
付
時
間
9：
45～
10：
30 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

★
１２
月
の
税
・
保
険
料
を
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
 

　
●
市
県
民
税
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
期
 

　
●
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
…
…
…
７
期
 

　
●
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）…
…
…
…
…
７
期
 

１２
月
２５
日
ま
で
 

 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や
 

　〔
８
日
も
開
催
〕 

　
11:00～（

熊
山
図
書
館
） 

●
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
 

　〔
８・１５・２２

日
も
開
催
〕 

　
14：
30～（

中
央
図
書
館
） 

●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　〔
８・２２

日
も
開
催
〕 

　
15：
00～（

赤
坂
図
書
館
） 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
　
＝
休
日
当
番
医
（
窓
口
受
付
 ９：００

～
１７；００

）（
　
　
は（
社
）
赤
磐
医
師
会
管
内
の
岡
山
市
瀬
戸
町
地
域
の
休
日
当
番
医
で
す
）
　
　
＝
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
・
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

〈
注
〉１２
月
２３
日
の
赤
磐
医
師
会
病
院
の
当
番
日
は
原
則
と
し
て
小
児
科
診
療
の
み
と
な
り
ま
す
 

医
 

休
 

医
 

　
あ
ま
の
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
 

　
1
086-955-8191 

　
戸
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
1
086-957-3057 

　
平
岡
整
形
外
科
医
院
 

　
1
086-952-5225

医
 

医
 

医
 

医
 
　
三
島
内
科
医
院
 

　
1
086-955-5311 

　
吉
田
医
院
 1
086-954-0202 

　
う
え
お
か
内
科
医
院
 

　
1
086-952-5665

医
 

医
 

このページは外してご利用ください。  

１
２
月
２
９
日
（
土
）
～
１
月
３
日
（
木
）

ま
で
ご
み
の
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

（
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）
 

●
年
末
年
始
の
お
知
ら
せ
 



●
子
ど
も
の
広
場
 

　
13：
00～
14：
00 

　（
西
山
公
民
館
） 

●
お
笑
い
赤
坂
亭
定
例
寄
席
 

　
19：
00～
20：
00 

　（
お
笑
い
赤
坂
亭
） 

 

 

●
無
料
法
律
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
心
配
ご
と
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
 

　
２
学
期
終
業
式
 

●
人
権
・
障
害
者
・
心
配
ご
と
 

　
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
３
歳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
心
配
ご
と
相
談
 

　
13：
00～
15：
00 

　
（
山
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
1階
相
談
室
） 

●
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
 

　
23：
30～
翌
日
5：
00（
竜
天
天
文
台
） 

●
市
役
所
仕
事
納
め
 

●
市
役
所
仕
事
始
め
 

●
人
権
・
行
政
相
談
 

　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
定
期
救
急
講
習
　
9：
00～
12：
00 

　（
赤
磐
市
消
防
署
北
出
張
所
） 

●
交
通
安
全
日
 

振
替
休
日
 

天
皇
誕
生
日
 

●
キ
ッ
ズ
工
作
ク
ラ
ブ
「
ス
ー
パ

　
ー
ボ
ー
ル
」
を
つ
く
ろ
う
 

　
10：
00～
11：
30（
赤
坂
公
民
館
） 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
う
え
の
内
科
小
児
科
医
院
 

　
1
086-956-0505 

　
越
宗
医
院
 1
086-957-3035 

　
近
藤
皮
膚
泌
尿
器
科
医
院
 

　
1
086-952-3311

医
 

医
 

医
 

　
山
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
1
086-955-8868 

　
さ
く
ら
整
形
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
1
08699-5-9720 

　
鈴
木
医
院
 1
086-952-0205

医
 

医
 

医
 

　
マ
ス
カ
ッ
ト
整
形
外
科
医
院
 

　
1
086-229-2611 

　
桜
井
内
科
 1
086-957-3012 

　
間
阪
内
科
医
院
 

　
1
086-952-1717

医
 

医
 

医
 

医
 
　
吉
井
医
院
 1
086-955-5515 

　
米
井
医
院
 1
086-954-0550 

　
岡
山
東
部
脳
神
経
外
科
東
備
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
1
086-952-5252

医
 

医
 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
梶
原
内
科
医
院
 

　
1
0
8
6
-9
5
5
-3
7
5
0
 

　
戸
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
1
0
8
6
-9
5
7
-3
0
5
7
 

　
近
藤
内
科
医
院
 

　
1
0
8
6
-9
5
3
-1
6
1
0

医
 

医
 

医
 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
あ
か
い
わ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
1
086-955-9251 

　
森
医
院
 1
086-957-2400 

　
こ
し
む
ね
瀬
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
1
086-952-5330

医
 

医
 

医
 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
片
山
医
院
 1
086-229-2166 

　
市
立
熊
山
病
院
 

　
1
08699-5-1251 

　
粟
井
内
科
医
院
 

　
1
086-953-0617

医
 

医
 

医
 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
小
坂
内
科
医
院
 

　
1
086-955-3344 

　
景
山
医
院
 1
08699-5-2299 

　
長
島
病
院
 1
086-952-1355

医
 

医
 
医
 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

土
 日
 月
 

土
 日
 月
 火
 
水
 木
 金
 土
 
日
 月
 火
 水
 木
 金
 土
 日
 月
 火
 
水
 木
 金
 土
 
日
 月
 
火
 水
 木
 金
 

山陽ふれあい公園 

屋内プール トレーニング 

ルーム 

１０：００
～
１２：００

 

１４：００
～
１６：００

 

１８：３０
～
２０：３０

 

９：００
～
２１：００

 

９：００
～
１７：００

 

初
心
者
講
習
 

実
施

日
 

○
 屋
内
プ
ー
ル
一
般
開
放
 

☆
 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
開
放
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校

　
生
以
上
で
初
心
者
講
習
修
了
者
に
限
り
ま
す
。

　
初
心
者
講
習
は
★
印
に
行
っ
て
い
ま
す
が

　
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
受
講
料
４００
円
　
再
受
講
料
３００
円
 

［
利
用
料
金
］ 

™
プ
ー
ル
  高
校
生
以
上
…
…
４００
円
 

　
　
　
　
  中
学
生
以
下
…
…
２００
円
 

™
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
…
３００
円
 

1
086-954-2323

1
086-955-4432

休館日 

休館日 

休館日 
休館日 

12
月
 

休館日 

休館日 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校

　
生
以
上
で
す
。
 

［
利
用
料
金
］ 

™
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
…
１００
円
 

※
プ
ー
ル
は
３
月
末
ま
で
お
休
み
し
ま
す
。
 

トレーニング 

ルーム 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２２：００

 

休館日 

休館日 

休館日 

　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
★
 
　
 
 
　
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 

○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 

○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 

○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 

☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 

☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 

☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 

☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 

　
 
☆
 
　
 
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
 
　
 

★
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
…
１２
/２５（

火
）
～
２８（

金
）
、新
年
１
/４（
金
）
は
施
設
整
備
の
た
め
、プ
ー
ル
・ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
一
般
 

　
開
放
は
あ
り
ま
せ
ん
。１２
/２９（

土
）
～
１
/３（
木
）
は
休
館
日
で
す
。
新
年
は
１
/５（
土
）
か
ら
通
常
ど
お
り
一
般
開
放
を
行
い
ま
す
。
 

★
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
…
１２
/２７（

木
）
、２８（

金
）
は
施
設
整
備
の
た
め
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
一
般
開
放
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
１２
/２９（

土
）
～
１
/５（
土
）
は
休
館
日
で
す
。
新
年
は
１
/６（
日
）
か
ら
通
常
ど
お
り
一
般
開
放
を
行
い
ま
す
。
 

吉井Ｂ＆Ｇ 

海洋センター 

休館日 

休館日 

施設整備 

施設整備 

施設整備 

施設整備 

施設整備 

施設整備 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 休館日 

■
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
 

■
吉
井
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
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今
年
も
人
権
週
間
が
十
二
月
四
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。 

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、昭
和
二
十
三
年
に

行
わ
れ
た
国
連
第
三
回
総
会
で
理
想
平
和
実

現
の
た
め
最
も
必
要
な
こ
と
が
人
権
擁
護
で

あ
る
こ
と
か
ら
、世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
毎
年
十
二
月
十
日
を
人
権
デ
ー

と
定
め
、す
べ
て
の
加
盟
国
に
こ
れ
を
記
念
す

る
行
事
を
行
う
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
日
本
の
法
務
省
で
は
昭
和
二
十
四
年
か
ら

十
二
月
十
日
の
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と
す
る

一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、人
権
尊
重

思
想
の
普
及
と
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活
動
を

全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
国
連
で
の
人
権
宣
言
の
時
代
か
ら
随
分
時

間
が
経
過
し
、今
年
は
人
権
週
間
も
五
十
九

回
を
迎
え
ま
す
が
、世
界
に
目
を
向
け
る
と

戦
火
は
絶
え
ず
、重
大
な
人
権
の
侵
害
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。 

　
日
本
で
も
時
代
と
と
も
に
新
た
な
人
権
課

題
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
特
に
「
い
じ
め
」「
虐
待
」「
殺
人
」
と
い
っ

た
命
の
尊
厳
を
踏
み
に
じ
る
よ
う
な
重
大
な

人
権
侵
害
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
残
念
な
こ

と
で
す
。 

　
市
で
は
「
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な

い
命
を
大
切
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、命
の
尊

厳
に
つ
い
て
多
く
の
人
に
再
認
識
い
た
だ
け

る
よ
う
次
の
と
お
り
「
人
権
を
考
え
る
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、当
日
は
開
会
に
先
立
ち
周
匝
保
育

園
の
年
長
組
に
よ
る
鼓
笛
隊
の
演
奏
も
あ
り

ま
す
の
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

◎
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い 

　
【
日
　
時
】
十
二
月
九
日（
日
） 

　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分 

　
【
場
　
所
】
吉
井
会
館 

　
【
内
　
容
】 

　
¡
周
匝
保
育
園
児
に
よ
る
鼓
笛
隊
演
奏 

　
¡
人
権
作
文
入
賞
者
表
彰 

　
¡
記
念
講
演
会 

　
　
講
　
師
／
広
瀬
久
美
子
さ
ん 

　
　
テ
ー
マ
／
生
き
方
上
手
へ
の
道 

　
　
　
　
　
　
「
や
さ
し
さ
の
時
代
」 

人 

権 

コ 

ラ 

ム 
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講　師／向井 万起男 さん 

　市では、すべての人が自分らしくいきいきと生きていくこ
とのできる男女共同参画社会の早期実現に向けて「男女共
同参画地域フォーラム」を下記のとおり開催します。今回は
慶應義塾大学准教授の向井万起男さんをお迎えして、宇宙
飛行士である妻を通して、女性の生き方、男女のきずなにつ
いてご講演いただきます。 

　【日　時】平成２０年１月１９日（土） 午後１時３０分～３時３０分 
　【場　所】中央公民館 ２階大集会室 
　【入場料】無　料 
　【問い合わせ先】本庁市民課 人権・男女共同参画係 

1０８６-９５５-１１１４ 

●講師プ
ロフィー

ル 

　日本
初の女

性宇宙
飛行士・

向井千
秋さ

んを妻
に持ち

、女性の
生き方

などを問
い

かける病
理医。１

９４７年
生まれ。

慶應義
塾

大学卒業
後、同大

学院終了
。現在、

慶應義

塾大学医
学部准教

授を務め
る。 



山　陽　地　区 

赤　坂　地　区 

熊　山　地　区 

吉　井　地　区 

主 任 児 童 委 員 
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馬 屋  

和 田  

岩 田  

穂 崎  

長 尾  

立 川  

河 本  

下 市  

熊 崎  

南 方  

斎 富  

沼 田  

中 島  

日 古 木  

二 井  

高 屋  

上 市  

正 崎  

五 日 市  

尾 谷  

津 崎  

神 田  

鴨 前  

西 中  

下 仁 保  

西 山 団 地  

上 仁 保  

斗 有  

山 陽１丁 目  

山 陽２丁 目  

山 陽３丁 目 

山 陽４丁 目  

山 陽５丁 目  

山 陽６丁 目  

山 陽７丁 目  

桜が丘西１丁目 

桜が丘西２丁目 

桜が丘西３丁目 

桜が丘西４丁目 

桜が丘西５丁目 

桜が丘西６丁目 

桜が丘西７丁目 

桜が丘西８丁目 

桜が丘西９丁目 

桜が丘西１０丁目 

 

町 苅 田 

町 苅 田 

大 苅 田 

東 窪 田 

西 窪 田 

由 津 里 

山    口 

西 軽 部 

東 軽 部 

南 佐 古 田  

北 佐 古 田  

今    井 

多    賀 

出 　 　 屋  

小原・奥小原 

小 原 上 

坂    辺 

福 田  

是 里 東・中  

是 里 西・中  

滝 山  

黒 本 上  

黒本下・庄谷住宅 

黒 沢  

中 山  

稲 蒔・高 田  

光木・石・仁軒屋 

八島田・暮田 

戸 津 野  

中 勢 実  

塩 木  

平 山  

仁 堀 東  

仁 堀 中  

仁 堀 西  

合田・中畑・広戸 

石上・小鎌下 

小鎌上・中・西勢実 

 

山 陽 地 区  

山 陽 地 区  

山 陽 地 区  

赤 坂 地 区  

赤 坂 地 区  

熊 山 地 区  

熊 山 地 区  

吉 井 地 区  

吉 井 地 区  

 

 

三 船 　 主 惠  

木 庭 　 桂 子  

野 田 　 太 一  

安 井 　 一 惠  

藤 野 　 澄 子  

土井原　敏郎 

鶴 見 　 京 子  

松 石 　 京 子  

清 水 　 樹 雄  

井 本 　 悦 子  

山本　眞由美 

田中　惠美子 

岡 　 哲 雄  

古山　美津子 

佐々木　敏江 

森下　富士雄 

塩見　千鶴子 

塩 見 　 　 子  

山 本 　 淑 子  

筒井　田鶴子 

宮 下 　 孝 子  

則 武 　 雅 晴  

小 倉 　 直 美  

岡 野 　 貴 子  

小 坂 　 操  

高 橋 　 達 志  

三 宅 　 綏 子  

岡 本 　 　 子  

西 野 　 曉 子  

光辻　百合惠 

武 田 　 香  

朝 原 　 敦  

田 中 　 康 邦  

甲 斐 　 宏 美  

小 坂 　 晶 子  

山 本 　 教 喜  

能勢　満知子 

岩M 　文枝  

中 西 　 伸 彦  

L木　二三子 

津 野 　 敏 子  

大 石 　 力  

尾M 　善規  

有 馬 　 東 二  

藤 田 　 啓 子  

 

佐 倉 　 國 彦  

L 山　義之  

毛 利 　 直 子  

中 下 　 万 惠  

内 藤 　 幹 江  

淺井　由美子 

大林　多惠子 

重 利 　 道 広  

冨山　由紀子 

花 房 　 繁 明  

渡 部 　 正 三  

國 正 　 巧 子  

若林　美知子 

金 谷 　 優 子  

戸 川 　 　 樹  

松 岡 　 澄 夫  

稲 谷 　 稔  

常 安 　 克 之  

森 　 茂 昌  

前 田 　 廣 時  

福島　千代子 

 

坂 本 　 堅 志  

藤 野 　 　 學  

田中　千恵子 

森 崎 　 軍 平  

佐 藤 　 榮 助  

大 柱 　 成 利  

L 木　順子  

赤 木 　 千 恵  

佐々木　玲子 

小 野 　 武 晴  

入 矢 　 初 子  

杉 本 　 　 肇  

實 盛 　 義 正  

青 木 　 晴 美  

芳 形 　 時 子  

石 田 　 裕 子  

山 形 　 玉 江  

禾 　 　 弘 文  

津 田 　 忠 彦  

武 本 　 律 子  

 

楢 原 　 蓉 子  

景山　喜代子 

窪木　志能夫 

花谷　美智子 

沼 本 　 享 子  

篠 田 　 哲 男  

中原　佐知子 

井上　八代子

門 野 　 祇 得  

森　  保男 

中原　與志夫 

景 山 　 兼 治  

神 本 　 博 巳  

坂 本 　 幸 子  

岩 藤 　 正 昭  

周 藤 　 陽 子  

森 　 　 延 子  

森 末 　 壽 婦  

石 原 　 正 夫  

L 原　鈴江  

荒 島 　 竹 美  

平 尾 　 雅 子  

宮 内 　 敏 子  

杉 能 　 孝 美  

藤 原 　 勝 美  

本 城 　 順 子  

實 光 　 峯 子  

 

日 名 　 智 子  

加藤　はるみ 

服 部 　 和 彦  

政 田 　 町 子  

草 野 　 淑 子  

道仙　伊佐子 

佐 藤 　 　 子  

清 水 　 紀 子  

小野田　和枝 

下    分 

惣    分 

大屋・大屋下 

山 　 　 手  

 

可 真 下  

可 真 上  

弥 上・野 間  

稗田・石蓮寺 

桜が丘東１丁目 

桜が丘東２丁目 

桜が丘東３丁目 

桜が丘東４丁目 

桜が丘東５丁目 

桜が丘東６丁目 

沢 　 原  
殿 谷・佐 古  

岡 ・ 酌 田  

円 光 寺  

東円光寺・畑・吉原 

河田原・釣井 

徳富・小瀬木 

松 木・栄 町  

勢 力・千 躰  

奥 吉 原  

 

河原屋・草生 

周匝上・馬場之町 

東雲谷・大池住宅 

周 匝 中・下  

周 匝 下  

中 村  

グリーンタウン殿谷 

　１２月１日の一斉改選により、民生委員児童委員（主任児童委員）が選任されました。 
　子育てに関すること、高齢者の介護に関すること、健康・医療に関することなど、生
活の中で気になっていることはお気軽にご相談ください。 

◆民生委員児童委員をご存じですか？ 
　「民生委員児童委員」は、「民生委員法」および「児童福祉法」に定められ、厚生労働
大臣に委嘱されたボランティアとして、地域住民の立場に立って、皆さんの暮らしを支
援する人です。 
　すべての「民生委員」は「児童委員」を兼ねており、子どもに関わる相談支援活動も
行います。「主任児童委員」という、主に子どもに関する支援活動を行う委員もいます。 

◆民生委員児童委員は、あなたの相談内容の秘密を守ります 
　民生委員児童委員には守秘義務があります。地域の皆さんから受けた相談内容の
秘密を守ります。個人情報やプライバシーの保護に配慮した支援活動を行います。 

〈問い合わせ先〉 

本 庁 社 会 福 祉 課 
1０８６-９５５-１１１５ 

赤坂支所健康福祉課 
1０８６-９５７-４８２２ 

熊山支所健康福祉課 
1０８６９９-５-１２９３ 

吉井支所健康福祉課 
1０８６-９５４-１３７４ 

民生委員マーク 



●本庁代表 
　1086-955-1111 
●赤坂支所代表 
　1086-957-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　1086-954-1111
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テ
ー
マ
を
決
め
て
お
話
し
を
お
聴
き
し
ま
す
。

例
え
ば｢

青
少
年
健
全
育
成｣

「
防
犯
・
交
通
安
全
」

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
、皆
さ
ん
の
申
し
込

み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
開
催
日
時
】
平
成
二
十
年
二
月
五
日（
火
） 

時
間
は
ご
相
談
に
応
じ
ま
す 

【
場
　
　
所
】
赤
坂
地
域
内 

【
申
込
期
間
】
平
成
二
十
年
一
月
十
五
日（
火
）ま
で 

   

　
市
長
室
で
個
人
、も
し
く
は
小
グ
ル
ー
プ（
五
人
以
内
）の
ご
意
見
を
お

聴
き
し
ま
す
。 

【
開
催
日
時
】一
月
二
十
三
日（
水
）・
二
月
十
九
日（
火
） 

　
■
一
回
に
つ
き
四
人（
グ
ル
ー
プ
）ま
で 

　
■
対
話
時
間（
二
十
分
間
） 

　
　
1
午
後
五
時
〜
五
時
二
十
分 

2
午
後
五
時
三
十
分
〜
五
時
五
十
分 

　
　
3
午
後
六
時
〜
六
時
二
十
分 

4
午
後
六
時
三
十
分
〜
六
時
五
十
分 

【
場
　
　
所
】
本
庁
二
階
　
市
長
室 

【
申
込
期
間
】
お
お
む
ね
開
催
日
の
三
週
間
前
ま
で 

　
希
望
者（
団
体
）は
本
庁
秘
書
課
、支
所
市
民
生
活
課
に
備
え
付
け
の

申
し
込
み
用
紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。 

　
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、抽
選
で
決
定
し
、開
催
日
の
一
週
間
前
ま
で

に
連
絡
し
ま
す
。 

 

　
◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
™
本
庁
秘
書
課
公
聴
広
報
係
　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
７
７
０ 

　
™
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課
　
1
０
８
６（
９
５
７
）２
２
２
６ 

　
™
熊
山
支
所
市
民
生
活
課
　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
１ 

　
™
吉
井
支
所
市
民
生
活
課
　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
１
１ 

皆 

さ 

ん 

の 

声 

を 

お 

聴 

き 

し 

ま 

す 
         

　
「
８
０
２
０
達
成
者
」
は 

　
い
ま
せ
ん
か 

 

　
県
で
は
、今
年
度
も
自
分
の

歯
を
二
十
本
以
上
お
持
ち
の

人
を
表
彰
し
ま
す
。
該
当
者

は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
問
診
を
と
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

対
象
者 

　
赤
磐
市
に
居
住
し
、来
年

三
月
ま
で
に
八
十
歳
以
上
で
、

自
分
の
歯
が
二
十
本
以
上
あ
り
、

ま
だ
こ
の
表
彰
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
人
。 

　
自
分
の
歯
と
は
、か
め
る
状

態
の
歯
の
こ
と
で
す
が
、歯
冠

部
が
む
し
歯
で
残
根
状
態
に

な
っ
て
い
る
歯
や
、親
知
ら
ず

は
除
き
ま
す
。ま
た
、ブ
リ
ッ
ジ
、

入
れ
歯
で
喪
失
部
位
を
補
っ

て
い
る
も
の
も
含
み
ま
せ
ん
。 

申
込
締
め
切
り
日
　 

　
十
二
月
二
十
日（
木
） 

問
い
合
わ
せ
先 

™
本
庁
健
康
増
進
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
７ 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

™
赤
坂
支
所
保
健
福
祉
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
２ 

™
熊
山
支
所
保
健
福
祉
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

™
吉
井
支
所
保
健
福
祉
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
７
４ 

      

　
山
陽
郷
土
資
料
館
講
座 

　
「
赤
磐
八
十
八
カ
所 

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」 

 

日
　
時
　
一
月
二
十
六
日（
土
） 

　
午
前
九
時
〜
正
午 

場
　
所
　
西
山
公
民
館
集
合 

　
一
番
か
ら
三
番
札
所
ま
で

歩
き
ま
す
。 

定
　
員 

　
三
十
人（
要
申
し
込
み
） 

対
　
象 

　
小
学
生
以
上
〜
一
般 

　（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

申
込
締
め
切
り 

　
一
月
二
十
四
日（
木
）　 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
　 

　
山
陽
郷
土
資
料
館 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
１
０ 

    
　赤磐市消防団では、秋季全国火災予防運動
行事の一環として市内の小・中学校から募集し
た防火ポスターの審査会を１０月２３日（火）に行
いました。この日審査された作品は全応募総
数１,２０３点の中から各校の審査を経たもので、
どの作品も力作ぞろいでした。 
　審査の結果、各賞は次のとおりとなりました。 

　　●市長賞 
　　　平井健太朗（桜が丘中学校２年） 
　　●消防長賞 
　　　大槻　真澄（山陽小学校６年） 
　　●消防団長賞 
　　　横田　未来（軽部小学校５年） 
　　●市議会議長賞 
　　　小寺　麻友（山陽西小学校３年） 
　　●教育長賞 
　　　常安　翔太（笹岡小学校１年） 

　　●佳作…２２５点 

防火ポスター審査会 
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本庁２階 
第１会議室 

赤坂健康 
管理センター 

熊山保健福祉 
総合センター 

熊山保健福祉 
総合センター 

仁美農村 
振興センター 

山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

山陽総合福祉 
センター１階相談室 

１２月１９日（水） 
午前１０時～午後３時 
※心配ごと相談は 
　午後１時～３時 

１２月７日（金） 
午前１０時～正午 

１２月２１日（金） 
午後１時～３時 

１２月４日（火） 
午後１時～３時 

１２月７日（金） 
午後１時～４時 

１２月１０日（月） 
午後１時～４時 

１２月１７日（月） 
午後１時～３時 

【人権】【行政】 

【人権】【行政】 
【身体障害】【知的障害】 
【心配ごと】 

【人権】【行政】 
【消費生活相談】 
すべて予約制 

【心配ごと】 

【心配ごと】 

【無料法律】（１人３０分） 
岡山弁護士会所属弁護士 ※要予約 
【人権】【行政】 

【無料法律】（１人３０分） 
破産・債務整理の相談は 
随時相談可 
岡山弁護士会所属弁護士 
奥田哲也・賀川進太郎 
※要予約 

【無料法律】【人権】 
¡本庁市民課 
　1０８６-９５５-１１１４ 
【行政】【消費生活相談】 
¡協働推進室 
　1０８６-９５５-４７８３ 

【人権】【行政】 
¡熊山支所市民生活課 
　1０８６９９-５-１２１４ 
【障害者】 
¡熊山支所健康福祉課 
　1０８６９９-５-１２９３ 
【心配ごと】 
¡社会福祉協議会熊山支所 
　1０８６９５-５-２３３６ 

【人権】【行政】 
¡吉井支所市民生活課 
　1０８６-９５４-１１８３ 
【身体障害】【知的障害】 
¡吉井支所健康福祉課 
　1０８６-９５４-１３７４ 
【心配ごと】 
¡社会福祉協議会吉井支所 
　1０８６-９５４-２５３３ 

熊山保健福祉 
総合センター 

１月４日（金） 
午前１０時～正午 【人権】【行政】 

【人権】【障害者】 
【心配ごと】 

¡社会福祉協議会山陽支所 
　1０８６-９５５-８８７７ 

¡赤坂支所市民生活課 
　1０８６-９５７-４８２１ 

¡社会福祉協議会赤坂支所 
　1０８６-９５７-２３３４ 

山
　
陽
　
地
　
域 

赤
坂
地
域 

熊
　
山
　
地
　
域 

吉
井
地
域 

日　　　時 場　　　所 問い合わせ先 相談内容 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

　
市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　 
   

　
平
成
二
十
年
版 

　
農
業
日
誌
の
あ
っ
せ
ん 

　 　
産
業
振
興
課
で
は
平
成
二

十
年
版
農
業
日
誌
を
一
冊
千

四
百
円
で
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま

す
。
毎
日
の
日
誌
だ
け
で
は

な
く
、作
業
予
定
表
、経
営
記

録
簿
、ま
た
栽
培
技
術
の
情

報
も
掲
載
さ
れ
農
業
経
営
に

大
変
役
立
つ
内
容
で
す
。 

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
、新
農
家

暦
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。　 

  

　
農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業
・ 

　
農
地
集
積
促
進
事
業
の
申
請 

 

　
平
成
十
九
年
一
月
一
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日
の
間
に
、利

用
権
設
定
に
よ
り
契
約
を
開

始
さ
れ
た
人
で
、補
助
金
の
交

付
対
象
と
な
る
人
に
補
助
金

交
付
申
請
書
類
を
送
付
し
ま

す
の
で
、補
助
金
申
請
を
さ
れ

る
人
は
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、十
二
月
二
十
八
日（
金
）ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

交
付
対
象
者 

◇
農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業 

¡
農
地
の
借
り
手
の
う
ち
、市

　
内
在
住
者
で
、交
付
申
請

　
時
の
年
齢
が
お
お
む
ね
七

　
十
五
歳
ま
で
の
人 

¡
賃
借
期
間
三
年
以
上
の
新

　
規
設
定
お
よ
び
再
設
定
の

　
人 

◇
農
地
集
積
促
進
事
業 

¡
農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業

　
対
象
者
へ
の
農
地
の
貸
し

　
手 

¡
賃
借
期
間
三
年
以
上
の
新

　
規
設
定
の
人 

  

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

™
本
庁
産
業
振
興
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）６
１
７
４ 

™
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
４ 

™
熊
山
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
７ 

™
吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
１
９ 

   



22広報あかいわ（平成19年12月号） 

 

■具体的取組 

1事務室の冷暖房温度（夏期２８度、冬期１８度）
　の適正化を徹底する。 
2冷房時はブラインドなどを利用し日射しを
　さえぎる。また、暖房時は自然光を積極的
　に取り入れる。 
3空調設備の吹き出し口のまわりには不要
　なものを置かない。 
4電気製品を長時間使用しない時や休日な
　どの前日には可能な限り、コンセントから
　プラグを抜き、待機電力の削減に努める。 
5業務や接客などに支障のない限り、昼休み
　時間は消灯する。　　　　　　 
6会議室・給湯室・トイレ・更衣室などを使用
　していない時は消灯する。 
7残業時には照明の不要なエリアを消灯する。 
8業務終了時最終退出者はＯＡ機器や電気
　製品の電源を必ず切る。　など 

　市は、行政活動から排出される温室効果ガスの削減を図るため、地球
温暖化防止活動実行計画を策定し、全職員で地球温暖化防止に取り組
んでいます。 
　目標は、平成１７年度を基準として平成１８年度から平成２２年度までの
５年間で、温室効果ガスの量を８.０　以上減少させようとするものです。 
　主な取り組み項目は、電気使用量、公用車使用、燃料使用、その他間接
的要因、建設・設備投資を定めています。 
　実行計画の初年度に当たる平成１８年度の結果は、温室効果ガス排出
量は９,３６２,９６５　で、平成１７年度９,４４２,３４１㌔と比較して０.８４　減少し
ました。（表１） 
　主な要因としては、灯油、重油、ガス使用に伴う排出量・廃プラスチッ
ク焼却に伴う排出量の減少です。 
　市では、排出量の４４　を占めている電気の使用が、平成１８年度は５.８
　増加したため、
平成１９年度も目
標達成のため電
気使用について
重点的に取り組
んでいます。 
 

平成１７年度排出量（基準年度） 

平成１８年度排出量 

増減（平成１７年度比） 

平成２２年度での削減目標（目標年度） 

９,４４２,３４１　 

９,３６２,９６５　 

－０.８４　 

－８　 

〔表１〕平成１８年度の温室効果ガス排出状況（CO２換算） 

　
「
ふ
る
さ
と
の
味
特
急
便
」 

　
発
送
し
ま
す 

　
〜
布
都
美
村
特
別
村
民
制
度
〜

　 　
市
外
に
お
住
ま
い
の
人
に
、

ふ
る
さ
と
の
味
と
風
情
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
発
送

し
て
い
る「
ふ
る
さ
と
の
味
特

急
便
」
の
十
二
月
分
は
、お
正

月
に
重
宝
す
る
品
々
満
載
で
、

十
二
月
二
十
日
以
降
に
発
送

し
ま
す
。 

※
昨
年
の
発
送
品
目 

　
聖
護
院
大
根
・
か
ぶ
ら･

乾

し
い
た
け
・
梅
干
し
・
も
ち
米
・

白
も
ち
・
豆
も
ち
・コ
シ
ヒ
カ
リ
・

ゆ
ず
・
小
豆
・
黒
豆（
十
一
品
目
）

価
　
格 

¡
年
二
回（
八
月
・
十
二
月
）発

　
送
で
年
会
費
一
万
円 

¡
一
回
限
り
の
場
合
は
五
千

　
円 

締
め
切
り
・
申
し
込
み
方
法 

　
十
二
月
十
日（
月
）ま
で
に
、

本
庁
・
各
支
所
の
チ
ラ
シ
に
つ

い
て
い
る
郵
便
局
払
込
取
扱

票
で
ご
入
金
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

™
吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
１
９ 

   

　
ご
存
知
で
す
か
？ 

　
野
焼
き
は
違
法
で
す
！ 

 

　
適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で

ご
み
を
燃
や
す
こ
と
を
野
焼

き
と
い
い
、廃
棄
物
の
処
理
お

よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。一
般
家

庭
ご
み
の
焼
却
は
、ほ
と
ん
ど

野
焼
き
に
該
当
し
ま
す
。 

　
野
焼
き
が
例
外
的（
河
川
敷
・

道
路
の
草
焼
き
な
ど
）に
認

め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
も
、燃

や
し
た
と
き
に
発
生
す
る
煙

に
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
含

ま
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、に

お
い
が
洗
濯
物
に
つ
い
た
り
、

部
屋
に
入
る
の
で
窓
が
開
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
、ぜ
ん
息
な

ど
の
病
気
の
人
に
は
大
変
つ

ら
か
っ
た
り
も
し
ま
す
。 

　
決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
ご

み
と
し
て
出
す
か
、草
木
の
場

合
は
、た
い
肥
に
す
る
な
ど
工

夫
し
て
、野
焼
き
は
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

問
い
合
わ
せ
先 

™
本
庁
環
境
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）５
３
４
７ 

™
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
３ 

™
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

™
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
８
３ 

  

　
新
た
な
手
口
に
ご
注
意
！ 

　
架
空
請
求
詐
欺
　 

 

　
最
近
、他
府
県
で
「
内
容
証

明
郵
便
」を
悪
用
し「
督
促
状
」

や
「
郵
便
局
払
込
取
扱
票
」
な

ど
同
封
し
た
封
書
を
送
り
つ
け
、

「
携
帯
電
話
の
有
料
情
報
番

組
サ
ー
ビ
ス
の
未
払
金
」
と

称
し
て
、同
封
の
払
込
取
扱
票

で
、指
定
す
る
口
座
に
現
金
を

振
り
込
ま
せ
る
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。 

　
内
容
証
明
郵
便
で
あ
っ
た
り
、

振
込
取
扱
票
を
同
封
し
た
り

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、現
実
性

を
持
た
せ
た
手
口
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
内
容

の
郵
便
が
届
い
た
場
合
は
、う

の
み
に
せ
ず
、十
分
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
　 

™
赤
磐
警
察
署
生
活
安
全
課 

　
1
０
８
６（
９
５
２
）０
０
２
９ 

™
岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　
1
０
８
６（
２
２
６
）０
９
９
９ 

™
本
庁
協
働
推
進
室 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
７
８
３ 

 

問い合わせ先／本庁環境課 1０８６-９５５-５３４７ 

パー 
セント 

パー 
セント 

パー 
セント 

パー 
セント 

キ 
　ロ 

パー 
セント 

キ 
　ロ 

キ 
　ロ 

パー 
セント 
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都
市
計
画
原
案
の
縦
覧 

　【
岡
山
県
決
定
】 

　
都
市
計
画
道
路
の
変
更 

　（
岡
山
山
陽
線
） 

　 　
こ
の
都
市
計
画
案
に
つ
い
て
、

意
見
の
あ
る
人
は
、縦
覧
期
間

中
に
県
知
事
あ
て
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

縦
覧
期
間 

　
十
二
月
七
日（
金
）〜 

　
　
　
十
二
月
二
十
日（
木
） 

　
午
前
八
時
三
十
分
〜 

　
　
　
午
後
五
時
十
五
分 

場
　
所 

　
岡
山
県
都
市
計
画
課 

　
岡
山
市
都
市
計
画
課 

　
赤
磐
市
本
庁
建
設
課 

問
い
合
わ
せ
先 

™
岡
山
県
都
市
計
画
課 

　
1
０
８
６（
２
２
６
）７
４
９
２ 

™
岡
山
市
都
市
計
画
課 

　
1
０
８
６（
８
０
３
）１
３
７
１ 

™
本
庁
建
設
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
４
８
７ 

  

　
製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ 

　
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

　
平
成
十
九
年
工
業
統
計
調

査
を
十
二
月
三
十
一
日
現
在

で
行
い
ま
す
。 

　
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

十
二
月
か
ら
来
年
一
月
に
か

け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳

守
さ
れ
ま
す
。
正
確
な
ご
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
経
済
産
業
省
・
岡
山
県
・
赤

磐
市
） 

問
い
合
わ
せ
先 

™
本
庁
企
画
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
６
９
２ 

  

　
運
転
免
許
証
が 

　
Ｉ
Ｃ
免
許
証
に 

 

　
平
成
二
十
年
一
月
四
日（
金
）

か
ら
Ｉ
Ｃ
免
許
証（
電
磁
記

録
に
よ
る
免
許
証
）の
発
行
が

始
ま
り
ま
す
。Ｉ
Ｃ
免
許
証
は
、

従
来
の
免
許
証
に
比
べ
て
偽

造
や
変
造
が
極
め
て
困
難
で
す
。 

　
ま
た
、本
籍
を
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

に
記
載
し
て
運
転
免
許
証
の

表
面
か
ら
削
除
す
る
の
で
、プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
申
請
に
つ
い
て
は
次
の
こ

と
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。 

¡
四
け
た
の
数
字
で
二
組
の

　
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
。

　
暗
証
番
号
の
変
更
は
次
回

　
免
許
証
の
発
行
時
ま
で
変

　
更
で
き
ま
せ
ん
。 

¡
Ｉ
Ｃ
免
許
証
を
交
付
す
る

　
の
は
、新
た
に
運
転
免
許

　
を
取
得
す
る
人
、再
交
付

　
を
受
け
る
人
、更
新
を
す
る

　
人
で
す
。 

¡
手
数
料
が
四
百
五
十
円
ア

　
ッ
プ
し
ま
す
。 

　
な
お
、例
年
一
月
四
日
は
運

転
免
許
証
取
扱
窓
口
が
大
変

混
雑
し
ま
す
。
皆
さ
ん
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、な
る
べ

く
こ
の
日
を
避
け
て
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

™
県
警
本
部
運
転
免
許
課 

　
1
０
８
６
７（
２
４
）２
２
０
０ 

  

●和気北部衛生施設組合（火葬場）  
　［休業日］１２月３１日（月）～１月３日（木）  
　［問い合わせ先］和気北部衛生施設組合 1０８６９-９２-０８０９       
●和気鵜飼谷温泉     
　［休業日］１２月２７日（木）のみ     
　［温泉バスの運休日］１２月２７日（木）および１月１日（火）～１月３日（木）     
　［問い合わせ先］和気北部衛生施設組合 1０８６９-９２-９００１     
●柵原・吉井・英田火葬場施設組合火葬場     
　［休業日］１２月３１日（月）～１月３日（木） 
　［問い合わせ先］吉井支所 1０８６-９５４-１１１１     
●葬祭センター（はとホール）　     
　［休業日］１２月３１日（月）～１月３日（木） 
　［問い合わせ先］吉井支所 1０８６-９５４-１１１１ 
●年末年始のし尿収集について 
　［休業日］１２月２９日（土）～１月３日（木） 
　［問い合わせ先］キョクトウ 1０８６-９５２-０３８４    

１２/２７（木） 

１２/２８（金） 

１２/２９（土） 

１/４（金） 

１/５（土） 

１/６（日） 

１/７（月） 

１２/３０（日） 
～１/３（木） 

収集エリア 収集日 

山陽・赤坂地域 熊山・吉井地域 

可燃収集 
ABエリア ９：００～１６：００ 

９：００～１６：００ 

９：００～１５：００ 
（最終持込） 

９：００～１１：３０ 
１３：００～１６：００ 
９：００～１１：３０ 
１３：００～１６：００ 

９：００～１１：３０ 
１３：００～１６：００ 

９：００～１１：３０ 
（最終持込） 

可燃収集 
エリア全域 

可燃収集 
CDエリア 

可燃収集 
熊　山 

９：００～１１：３０ 
１３：００～１６：００ 

可燃収集 
熊　山 

可燃収集 
吉　井 

可燃収集 
吉　井 

※持込不可 

直接持込 収集地区 直接持込 

休み 
休み 

休み 

休み 休み 休み 休み 

休み 

※年末年始のごみの取り扱いについて 
　山陽・赤坂地域は「ごみカレンダー」に従って出してください。
熊山・吉井地域は「家庭ごみと資源化物の分け方・出し方」に従っ
て出してください。センターへの直接持込はたいへん込み合いま
すので早めに出すようにしましょう。 

【問い合わせ先】™本　庁　環　境　課　1０８６-９５５-５３４７ 
™赤坂支所市民生活課　1０８６-９５７-４８２３ 
™熊山支所市民生活課　1０８６９９-５-１２１４ 
™吉井支所市民生活課　1０８６-９５４-１１８３ 
™和気北部衛生施設組合　1０８６９-９２-０８０９ 

ごみの収集・持込について 

休業日のお知らせ 

年　末　年　始　情　報 
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年末・年始を迎え、交通事故が増加することが心配されます。 
交通事故を起こさないためには 

　™ゆとりと思いやりを持った安全運転をこころがけましょう 
　™飲酒運転は許しません　　™道路の横断は要注意　　™夕方・夜間は目立つことが大事 
　™ライトは早めに、スピードは控えめに　　™暴走運転は絶対にだめ 
　™出かける人に「気をつけて」のひと言をかけて送り出しましょう 

１２月１日から１月６日までの間、県下一斉に年末・年始の交通事故防止県民運動が
実施されます。市民一人一人の交通安全意識を高め、交通事故防止を図ることを
目的に、赤磐市でも次のとおり街頭啓発を実施します。 

　™１２月１７日（月）…１５：３０～　山陽マルナカ 
１６：３０～　Ａコープくまやま 

　™１２月１８日（火）…１５：３０～　ハピーマート赤坂店 
１６：３０～　ハピーマート吉井店 

　【問い合わせ先】協働推進室 1０８６-９５５-４７８３ 

5

グラフは、山陽・赤坂地域の皆さんが分別収集に
よって回収された物品の売払収入です。これらの
収入は、ごみ処理事業の一部に使われています。 

分
別
排
出（
さ
っ
と
水
洗
い
し
、乾
か
し
て
出
す
） 

独
自
ル
ー
ト
※ 

で
再
生
工
場
へ 

缶
　
類 

ビ
ン
類（
無
色
・
茶
色
・ 

　
　
　
　
　
そ
の
他
の
色
） 

アルミ缶 再生地金工場 
（溶かして地金に） 

製鉄所（電気炉・溶鉱炉） 

アルミ 
加工工場 

製缶 
工場 

製びん工場 

スチール缶 

赤磐市 

新しいものに 
生まれ変わります 

新しいものに 
生まれ変わります 

消費者 

再商品化事業者（リサイクル会社）※ 保
管（
指
定
法
人
〈
日
本
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
〉

ル
ー
ト
で
処
理
業
者
を
委
託
） 

カレット 
（ガラスびん
を細かく砕い
たもの） 

™清涼飲料、ビール 
　などの缶 
™日用品・建築資材など 

™ガラスびん ™断熱材 
™建築・土木材料など 

※再商品化事業者とは、協会の委託を受けて再商品化
　を行う事業者で、市町村の指定保管施設ごとに毎年
　入札により決定されます。 
※独自ルートとは、指定法人（日本容器包装リサイク
　ル協会）に引取委託を申し込まず、独自に再商品
　化事業者へ引取委託する場合を指します。 

洗浄・選別
（異物の除去、
洗浄や破砕） 
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◆材料（２人分） 
　¡にんじん 大１本　　¡みかん 大１個 
　¡冷水 カップ１/２　　¡はちみつ 大さじ１ 
　¡レモン汁 少々 

◆作り方 
　1にんじんは薄切りにして鍋に入れ、たっぷ 
　　りの水を加えて火にかけ、柔らかくなるま
　　でゆでて取り出し、冷ます。（電子レンジで
　　柔らかくしてもよい） 
　2みかんは筋を取り除き、袋から取り出す。（好
　　みで袋ごと使ってもよい） 
　31、2、冷水、はちみつ、をミキサーにかけ、
　　レモン汁を加えて味を調える。 
　※のどや鼻の粘膜を保護して感染を防ぐビ
　　タミンＡが豊富です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆材料（２人分） 
　¡しょうが ２かけ　　¡はちみつ カップ１/２ 
　¡レモン汁 大さじ３ 

◆作り方 
　1はちみつとレモン汁を混ぜる。 
　2しょうがは、皮をむいて薄切りにし、熱湯で
　　サッとゆで、水気をきってすぐに①につけ
　　こみ、２時間以上おく。 
　3耐熱カップに2を大さじ１～２入れて熱湯
　　で割る。 
　※しょうがには体を温める効果があるので、
　　風邪のひきはじめにもお勧めです。 

　風邪は万病のもと。食生活や体力をふだん
から心がけておくことが大切です。 
　風邪の予防に、またひき始めの風邪に効果的
なドリンクをご紹介します。 

山　陽　支　部 

栄養委員の 

日　時 
１月１３日（日） 
午前１１時～ 

場　所 
山陽ふれあい公園 
総合体育館 

赤磐市教育委員会社会教育課 
1０８６-９５５-０７８３ 

問い合わせ先／ 

対　象 
昭和６２年４月２日から
昭和６３年４月１日の間
に生まれた人で赤磐
市住民基本台帳また
は外国人登録名簿に
記載されている人。 
※市外へ転出された人で出席を希望
　される人は申し出てください。 
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平
成
二
十
年
四
月
か
ら
幼
稚
園
に
入
園
す

る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。 

　
熊
山
地
域
に
加
え
、平
成
二
十
年
度
か
ら
は
、

山
陽
地
域
の
幼
稚
園
で
も
段
階
的
に
三
歳
児

教
育
を
導
入
し
て
い
き
ま
す
。
山
陽
西
お
よ
び

山
陽
北
幼
稚
園
が
新
た
に
三
歳
児
教
育
実
施

園
と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、通
園
区
域
の
幼
稚
園
よ
り
も
自
宅
か

ら
近
い
幼
稚
園
が
あ
る
場
合
は
、近
い
幼
稚
園

を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

　
な
お
、次
の
場
合
は
、収
容
定
員
の
範
囲
内

で
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
幼
稚
園
に
入
園

で
き
ま
す
の
で
教
育
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

™
赤
磐
市
内
で
下
の
表
の
通
園
区
域
外
（
赤

　
坂
お
よ
び
吉
井
地
域
）
に
在
住
し
入
園
を

　
希
望
す
る
場
合
。 

™
山
陽
地
域
の
山
陽
西
お
よ
び
山
陽
北
幼
稚

　
園
の
通
園
区
域
外
に
在
住
す
る
三
歳
児
で

　
入
園
を
希
望
す
る
場
合
。
こ
の
場
合
、三
歳

　
児
教
育
修
了
後
は
、幼
稚
園
選
択
に
基
づ
い

　
て
入
園
、ま
た
は
引
き
続
き
三
歳
児
教
育
を

　
受
け
た
幼
稚
園
に
卒
業
ま
で
在
園
す
る
こ

　
と
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、小
学
校
入
学
に

　
際
し
て
は
、小
学
校
選
択
制
に
基
づ
い
て
就

　
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 【
対
象
者
】 

™
三
歳
児
・
四
歳
児
・
五
歳
児
を
受
け
入
れ
て

　
い
る
園 

　
平
成
十
四
年
四
月
二
日
〜
平
成
十
七
年
四

　
月
一
日
生
ま
れ
。 

™
四
歳
児
・
五
歳
児
を
受
け
入
れ
て
い
る
園 

　
平
成
十
四
年
四
月
二
日
〜
平
成
十
六
年
四

　
月
一
日
生
ま
れ
。 

【
保
育
料
】 

　
三
千
九
百
円（
八
月
は
徴
収
な
し
） 

【
受
付
場
所
】 

　
各
幼
稚
園
お
よ
び
教
育
委
員
会
学

　
校
教
育
課 

【
提
出
書
類
】 

™
入
園
願 

™
選
択
希
望
申
請
書（
通
園
区
域
の
幼

　
稚
園
よ
り
も
自
宅
か
ら
近
い
幼
稚

　
園
を
選
択
す
る
場
合
の
み
必
要
で
す
） 

　
用
紙
は
十
二
月
三
日
以
降
受
付
場

　
所
に
あ
り
ま
す
。 

【
募
集
期
間
】 

　
平
成
十
九
年
十
二
月
五
日（
水
） 

　
〜
平
成
二
十
年
一
月
三
十
一
日（
木
） 

※
期
限
を
過
ぎ
て
も
定
員
以
内
で
あ

　
れ
ば
随
時
受
け
付
け
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

™
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
９
７
２ 

　
ま
た
は
各
幼
稚
園
ま
で 

収 容 定 員 
３歳児 ４歳児 ５歳児 

長尾・立川・河本・下市・熊崎・南方・斎富・沼田・
中島・日古木・二井・高屋・上市・正崎・五日市・
尾谷・津崎・神田 

桜が丘西3-30  

桜が丘西9-13-1

桜が丘東6-6-692

可真下・可真上・弥上・野間・稗田・石蓮寺・沢
原・殿谷・佐古・岡・酌田・円光寺・吉原・河田原・
釣井・徳富・小瀬木・松木・勢力・千躰・奥吉原 

名　　称 地
域 

山
　
　
陽
　
　
地
　
　
域 

熊
山
地
域 

高陽幼稚園 

西山幼稚園 

高月幼稚園 

山陽西幼稚園 

ひかり幼稚園 

山陽北幼稚園 

桜が丘幼稚園 

鴨前・西中・下仁保・上仁保・斗有 

馬屋・和田・岩田・穂崎 

山陽1～7丁目 

桜が丘西1～5丁目 

桜が丘西6～10丁目 

桜が丘東1～6丁目 

いわなし幼稚園 

90

30

30

90

90

60

― 

― 

― 

30

― 

30

30

30

90

30

30

90

90

60

30

30

30

30

086-955-0309

086-955-0002

086-229-2655

086-955-8787

086-955-3811

086-955-8155

08699-5-1275

08699-5-0551

高屋434

西中229

馬屋558-2

山陽3-10

沢原357

所　在　地 電話番号 通　園　区　域 
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平
成
二
十
年
四
月
か
ら
保
育
所
に
入
所
す

る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。 

　
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、各
受
付
場
所
で
「
入

所
の
手
引
き
」
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、よ
く

読
ん
で
、申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
継
続
入
所
の
人
も
改
め
て
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。 

 【
対
象
者
】 

　
保
護
者
お
よ
び
同
居

の
親
族
そ
の
他
の
人
が

就
労
・
疾
病
ま
た
は
病

人
の
看
護
に
か
か
わ
っ

て
い
る
な
ど
の
理
由
で
、

日
中
保
育
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
児
童 

【
受
付
場
所
】 

™
各
保
育
所 

™
本
庁
社
会
福
祉
課 

™
各
支
所
健
康
福
祉
課 

【
提
出
書
類
】 

1
入
所
申
込
書 

2
保
護
者
の
就
労
状
況

　
な
ど
を
確
認
す
る
た

　
め
の
書
類 

3
保
育
料
を
算
定
す
る

　
た
め
の
書
類
（
源
泉

　
徴
収
票
な
ど
） 

4
母
子
世
帯
な
ど
の
場

　
合
は
そ
れ
を
確
認
す

　
る
た
め
の
書
類 

【
受
付
期
間
】 

　
平
成
二
十
年
一
月
三

　
十
一
日（
木
）ま
で 

※
期
限
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、期
限
内

　
に
提
出
さ
れ
た
人
を
優
先
し
ま
す
。 

※
申
込
書
提
出
後
、審
査
に
よ
り
入
所
者
を
決

　
定
し
ま
す
の
で
入
所
要
件
に
該
当
し
な
い

　
場
合
や
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ

　
た
場
合
、ま
た
添
付
書
類
が
不
足
し
て
い
る

　
場
合
な
ど
は
、希
望
ど
お
り
に
入
所
で
き
な

　
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

™
本
庁
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
５ 

私立 

私立 

私立 

私立 

私立 

私立 

私立 

公立 

公立 

公立 

私立 

私立 

私立 

公立 

公立 

公立 

公立 

山 陽 桜 保 育 園  

山 陽 い ろ は 保 育 園  

山 陽 国 分 寺 保 育 園  

さ ん こ う 保 育 園  

あ す な ろ 保 育 園  

清 風 い ろ は 保 育 園  

桜が丘地域保育センター 

石 相 保 育 園  

軽 部 保 育 園  

笹 岡 保 育 園  

さくら が 丘 保 育 園  

と よ た 保 育 園  

さくら ん ぼ 保 育 園  

周 匝 保 育 園  

黒 本 保 育 園  

佐 伯 北 保 育 園  

仁 美 保 育 園  

山陽４-１２ 

下市４１１ 

穂崎７８０-１ 

西中２２０-１ 

桜が丘西３-１４-１９ 

桜が丘西６-１０-２１ 

桜が丘西８-１５-２ 

町苅田２７ 

今井１１７ 

坂辺９９ 

桜が丘東６-６-７０４ 

松木５４９ 

桜が丘東２-２-８０９ 

周匝１５４９ 

黒本２１７９-１ 

塩木６-１ 

仁堀中８５５ 

０８６-９５５-０７７３ 

０８６-９５５-０３５５ 

０８６-２２９-２８１１ 

０８６-９５５-３５１７ 

０８６-９５５-５６６５ 

０８６-９５５-３１３１ 

０８６-９５５-５１６１ 

０８６-９５７-２０２６ 

０８６-９５７-２００２ 

０８６-９５７-２７２１ 

０８６９９-５-０１０４ 

０８６９９-５-０２４４ 

０８６９９-５-９０７１ 

０８６-９５４-１１３３ 

０８６-９５４-０８２６ 

０８６-９５４-２１８１ 

０８６-９５８-２２５５ 

７:００～１９:００ 

７:００～２０:００ 

７:００～１９:００ 

７:００～１９:００ 

７:００～２０:００ 

７:００～２０:００ 

７:００～１９:００ 

７:００～１９:００ 

７:３０～１８:３０ 

７:３０～１８:３０ 

７:００～２０:００ 

７:００～１９:００ 

７:００～１９:００ 

７:３０～１８:３０ 

７:３０～１８:３０ 

７:３０～１８:３０ 

７:３０～１８:３０ 

１５０人 

９０人 

６０人 

９０人 

１２０人 

９０人 

９０人 

９０人 

４５人 

４５人 

１２０人 

９０人 

６０人 

４０人 

４０人 

４０人 

３０人 

生後１.５か月 
～就学前 

生後１.５か月 
～就学前 

生後３か月～就学前 

生後６か月～就学前 

２歳～就学前 

２歳～就学前 

１歳～就学前 

１歳～就学前 

１歳～就学前 

保　育　所　名 所　 在 　地 電話番号 開設時間 対象年齢 定員 

　
保
育
所
に
入
所
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん

で
も
保
育
所
は
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。 

　
家
庭
の
用
事
、通
院
な
ど
で
子
ど
も
の

世
話
を
出
来
な
い
時
は
も
ち
ろ
ん
、お
母

さ
ん
が
ち
ょ
っ
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
時

な
ど
に
お
子
さ
ん
を
一
時
的
に
お
預
か
り

す
る
「
一
時
保
育
」
サ
ー
ビ
ス
を
随
時
実
施

し
て
い
ま
す（
※
私
立
は
全
保
育
所
、公
立

は
石
相
と
周
匝
保
育
園
。
時
間
や
費
用
な

ど
は
各
保
育
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）。 

　
ま
た
、「
初
め
て
の
子
育
て
で
離
乳
食
を

う
ま
く
食
べ
さ
せ
ら
れ
な
い
」「
下
の
子

が
産
ま
れ
て
か
ら
上
の
子
を
か
ま
っ
て
や

れ
な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
を
抱
え
て
い
ま

せ
ん
か
？
保
育
所
は
そ
ん
な
相
談
に
も
の

っ
て
く
れ
ま
す
。
無
料
で
参
加
で
き
る
行

事
も
あ
り
ま
す
か
ら
、ま
ず
は
身
近
な
保

育
所
へ
気
軽
に
お
電
話
を
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。連
絡
先
は
上
の
一
覧
表

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

秘書課公聴広報係  1086-955-4770

第
二
回
精
神
障
害
者
 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
in
赤
磐
 

　
こ
の
大
会
は
、県
下
約
十
チ
ー
ム
が
参
加
す
る

大
き
な
大
会
で
す
。
東
備
地
域
か
ら
は
、平
成
十

五
年
二
月
に
精
神
障
害
者
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
兼
ね
、ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
有
志
が
集
ま
っ

て
結
成
し
た
「
東
備
イ
ー
グ
ル
ス
」
が
参
加
し
ま

す
。
活
動
拠
点
は
、赤
坂
体
育
セ
ン
タ
ー
で
毎
週

月
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
練
習
を
し
て
い
ま
す
。 

　
今
大
会
で
、優
勝
を
飾
れ
る
よ
う
、ど
の
チ
ー

ム
も
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
出
し
切
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、地
域
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、会
場
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、

み
ん
な
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。 

 【
日
　
時
】
十
二
月
八
日（
土
） 

午
前
十
時
〜 

【
場
　
所
】
赤
坂
体
育
セ
ン
タ
ー 

日
本
赤
十
字
社
か
ら
表
彰
 

　
十
月
二
十
三
日
（
火
）、日
赤
岡
山

県
支
部
創
設
百
二
十
周
年
記
念
式
典

で
赤
磐
市
山
陽
赤
十
字
奉
仕
団
・
赤

磐
市
赤
坂
奉
仕
団
・
赤
磐
市
吉
井
奉

仕
団
が
、日
本
赤
十
字
社
金
色
有
功

章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
表
彰
は
、活
動
年
数
が
二
十
年

以
上
で
、特
に
功
労
顕
著
に
し
て
他
の

模
範
と
な
る
者
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。 

 

わ
か
た
け
作
業
所
ま
つ
り
 

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
、精
神
障
害
者
小

規
模
作
業
所
「
わ
か
た
け
作
業
所
」
を

知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、地
域
の
皆
さ
ん

に
愛
さ
れ
る
存
在
に
な
れ
た
ら
と
い
う

願
い
を
こ
め
て
、「
わ
か
た
け
作
業
所

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
焼
き
そ
ば
、焼
き
い
も
、ビ
オ
ラ
、正

月
用
お
飾
り
な
ど
多
数
の
出
品
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
作
業
所
メ
ン
バ
ー
総

出
で
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

 【
日
　
時
】
十
二
月
十
六
日（
日
） 

　
午
前
十
時
〜 

【
場
　
所
】 

　
わ
か
た
け
作
業
所（
町
苅
田
二
一
七
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

™
精
神
障
害
者
家
族
会
わ
か
た
け 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
６
９
０ 

元
気
に
黒
本
子
ど
も
み
こ
し
巡
行
 

顔
ぶ
れ
を
見
て
作
戦
を
練
り
直
す 

 

里
が
え
り
や
さ
し
い
灯
り
に
つ
つ
ま
れ
る 

 

し
な
や
か
に
舞
う
手
も
家
で
は
畑
仕
事 

 

玉
の
汗
夏
を
飲
み
干
す
大
ジ
ョ
ッ
キ 

 

暑
く
な
い
か
寒
く
な
い
か
と
介
護
す
る 

 

優
し
さ
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
目
張
り
す
る 

 

雨
の
日
は
雨
を
楽
し
む
気
ま
ま
旅 

 

抜
群
の
妻
に
ち
ょ
く
ち
ょ
く
叱
ら
れ
る 

 

お
隣
の
ふ
と
ん
を
い
れ
る
に
わ
か
雨 

 

新
米
の
香
り
に
ね
ず
み
急
ぎ
足 

 

ラ
ブ
レ
タ
ー
遠
い
昔
の
淡
い
恋 

 

海
亀
の
母
が
た
く
し
た
陽
の
ぬ
く
み 

 

太
陽
に
追
い
か
け
ら
れ
て
今
日
終
る 

 

浮
き
沈
み
天
と
泳
い
で
古
希
祝
う 

 

日
本
の
秋
だ
黄
金
の
穂
が
そ
よ
ぐ 

 

太
陽
を
布
団
に
包
み
昼
を
寝
る 

 

さ
ん
よ
う
川
柳
会
 

有
森
　
啓
子 

 

久
山
　
和
子 

 

国
定
　
美
子 

 

香
山
か
お
る 

 

繁
定
　
　
操 

 

渋
谷
　
通
夫 

 

菅
形
　
美
枝 

 

富
山
　
　
孝 

 

中
村
　
哲
郎 

 

馬
場
　
泰
子 

 

平
島
　
始
子 

 

藤
井
　
隆
子 

 

藤
原
　
登
山 

 

村
木
　
邦
子 

 

も
み
の
志
郎 

 

中
永
　
智
遊 

　
十
月
十
四
日（
日
）、恒
例
の
八
幡
宮
の
秋

祭
り（
ど
ん
く
そ
祭
り
）が
行
わ
れ
、第
二
回

黒
本
子
ど
も
み
こ
し
が
巡
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
約
七
十
五
人
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
。「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
ワ
ッ
シ
ョ

イ
！
」
と
元
気
な
声
が
黒
本
地
区
に
響
き

渡
り
ま
し
た
。 

　
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
は
、突
然
の
ど
ん
く

そ（
て
ん
ぐ
）の
登
場
に
ビ
ッ
ク
リ
。
泣
き
な

が
ら
「
い
い
子
に
な
り
ま
す
。
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
き
ま
す
」
と
、

ど
ん
く
そ
の
大
き
な
鼻
で
頭
を
な
で
て
も
ら

っ
て
い
ま
し
た
。 
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１０・１１月のできごと 

　
十
一
月
五
日（
月
）、山
陽
東
小
学
校
の
奥
田
竜
万
君
、

松
本
淳
志
君
、津
田
晃
希
君
、柏
原
蒼
君
の
四
人
が
岡
山

県
善
行
賞
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
四
人
は
、十
月
九
日
の
下
校
中
に
迷
子
に
な
っ
て
泣
い
て

い
た
幼
児
を
み
つ
け
て
保
護
し
、事
故
な
ど
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
身
を
守
る
一
方
、幼
児
の
親
を
懸
命
に
探
し
ま
し
た
。 

　
そ
う
し
て
い
る
間
に
青
パ
ト
が
通
り
か
か
っ
た
の
で
呼
び

止
め
、事
情
を
説
明
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な

機
転
の
利
い
た
行
動
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
幼
児
は
無
事
に

親
の
元
へ
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
受
賞
し
た
四
人
は
、「
何
事
も
な
く
無
事
で
良
か
っ
た

で
す
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
十
一
月
九
日（
金
）、十
日
に
百
歳
を
迎
え

ら
れ
る
岩
本
清
さ
ん
を
荒
嶋
市
長
ら
が
お

尋
ね
し
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。 

　
岩
本
さ
ん
に
は
県
と
市
か
ら
記
念
品
が

贈
ら
れ
、市
長
が
花
束
を
渡
す
と
笑
顔
で

受
け
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
お
孫
さ
ん
が
岩
本
さ
ん
に
あ
て
た
お
祝
い

の
手
紙
で
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、百
歳
ま
で
長
生

き
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
の
言
葉
に
、

岩
本
さ
ん
は
「
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
百
歳

ま
で
長
生
き
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
」

と
目
を
潤
ま
せ
て
答
え
て
い
ま
し
た
。 

山
陽
東
小
の
四
児
童 

岩
本
　
清
さ
ん（
中
島
） 

　
十
月
十
二
日
か
ら
十
一
月
十
二
日
ま
で
、男
女

共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
が
市
役
所
や
市
立
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、生
き
生
き
と
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目

指
し
、男
女
が
共
に
学
び
、共
に
考
え
る
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、男
女
共
同
参
画
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
市
が
共
催
で
実
施
し
た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
基
礎
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、専
門
の
講
師
を

招
き
学
習
す
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
、参
加
し
た

受
講
者
は
、普
段
の
生
活
の
中
で
の
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

s
お
孫
さ
ん
の
手
紙
に
聞
き
入
る
岩
本
さ
ん 

▲赤磐警察署で太田署長から表彰を受ける４人 

▲熱心に学習する参加者 

★若草幼稚園跡を「福祉と健康の振興」を図る施設へ 
　１１月２日（金）、市長室で、赤磐市立若草幼稚園跡利
用検討委員会から協議結果が手渡されました。 
　魅力あるまちづくりに寄与することを念頭に、山陽地
区の「福祉と健康の振興」を図ることを目的とした施
設とすることなどとなっています。 
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十
月
六
日（
土
）、中
央
公
民
館
で
食
育
推
進
講
演
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
山
陽
西
小
学
校
児
童
保
健
委
員
会
の
皆
さ
ん
の

「
早
ね
・
早
お
き
・
朝
ご
は
ん
」
の
啓
発
劇
、長
崎
大
学
大
学

院
准
教
授
中
村
修
先
生
に
よ
る
『
子
ど
も
と
地
球
が
元
気

に
な
る
食
育
』の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
会
場
外
で

は
「
赤
磐
市
の
特
産
品
」
が
試
食
で
き
る
ブ
ー
ス
な
ど
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
啓
発
劇
は
、一
日
の
元
気
の
源
と
な
る
「
早
ね
・
早
お
き
・
朝

ご
は
ん
」の
大
切
さ
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
内
容
で
、子
ど

も
た
ち
も
堂
々
と
発
表
し
て
い
ま
し
た
。 

　
講
演
で
は
、生
活
習
慣
病
や
大
学
生
の
食
生
活
な
ど
身
近

な
こ
と
を
切
り
口
に
し
て
、食
育
の
必
要
性
や
実
践
す
べ
き

「
基
本
の
食
事
」
に
つ
い
て
、そ
し
て
子
ど
も
た
ち
が
身
に
付

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い「
食
」
に
関
す
る
力
に
つ
い
て
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
食
に
つ
い
て
、表
面
的
な

と
ら
え
方
で
は
な
く
、そ
の
本
質
を
し
っ
か
り
見
つ
め
子
ど
も

た
ち
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
十
月
十
九
日（
金
）、赤
磐
警
察
署
と
赤
磐
市
は
、暴

力
団
員
に
よ
る
市
営
住
宅
の
使
用
制
限
に
つ
い
て
、情
報

交
換
な
ど
で
相
互
に
連
携
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
確

認
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。
赤
磐
警
察
署
で
行
わ
れ
た
調

印
式
に
は
太
田
肇
署
長
と
荒
嶋
龍
一
市
長
が
出
席
し
、そ

れ
ぞ
れ
確
認
書
に
署
名
し
ま
し
た
。 

 〈
確
認
書
の
主
な
内
容
〉 

¡
市
は
市
営
住
宅
の
入
居
者
ま
た
は
入
居
希
望
者
が
暴

　
力
団
員
か
ど
う
か
赤
磐
警
察
署
に
照
会
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
。 

¡
赤
磐
警
察
署
は
暴
力
団
員
が
市
営
住
宅
を
使
用
し
て

　
い
る
情
報
を
入
手
し
た
ら
、市
に
通
知
す
る
。 

¡
市
は
暴
力
団
員
と
面
談
す
る
場
合
に
は
警
察
署
へ
出

　
動
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

食育推進講演会 

　
十
一
月
六
日（
火
）、市
長
が
地
域
に
出
向
き
、市
民
と
本
音

で
語
り
合
う
「
巡
回
市
長
対
話
室
」
が
、赤
磐
市
の
吉
井
地

域
で
開
催
さ
れ
、荒
嶋
市
長
が
同
地
域
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
代
表
ら
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

　
吉
井
支
所
の
会
議
室
で
行
わ
れ
た
対
話
に
は
、ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
や
剣
道
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
小
学
生
を
指
導
し
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
五
団
体
の
代
表
ら
十
四
人
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
人
た
ち
は
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、礼

儀
を
重
視
す
る
活
動
な
ど
を
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
、市
長
に

運
営
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
を
伝
え
る
と
と
も
に
、少
子
化

が
進
む
中
で
の
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
展
望
な
ど
に
つ
い

て
発
言
。 

　
日
常
窓
口
の
連
絡
体
制
の
簡
素
化
を
求
め
る
意
見
で
荒
嶋

市
長
は
、出
席
し
た
担
当
者
に
そ
の
場
で
指
示
を
出
す
な
ど

し
た
ほ
か
、少
子
化
に
伴
う
団
の
存
続
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は

「
ま
ず
は
人
口
が
増
え
る
よ
う
企
業
誘
致
や
交
通
ア
ク
セ
ス
の

確
保
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
答
え
て
い

ま
し
た
。 スポーツ少年団５団体と対話 

▲活発な意見が交わされました 

▼確認書を交わす太田署長と荒嶋市長 

▲早ね・早おき・朝ごはん啓発劇 
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イ
ベ
ン
ト
の
様
子
が
盛
り
だ
く
さ
ん

の
十
二
月
号
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ふ
る
さ
と
祭
り
、生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
、ワ
イ
ン
ま
つ
り
な
ど
天
気
に
も

恵
ま
れ
、家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ
が
屋
外

で
く
つ
ろ
ぐ
風
景
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、「
吹

奏
楽
の
祭
典
」
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
。
サ
ク
ソ

ホ
ン
奏
者
オ
リ
タ
ノ
ボ
ッ
タ
さ
ん
と
市
内

の
中
学
校
吹
奏
楽
部
、岡
山
学
芸
館
高

校
吹
奏
楽
部
、全
員
で
の
演
奏
は
、音
だ

け
で
な
く
中
学
生
の
一
生
懸
命
な
姿
、高

校
生
の
楽
し
み
な
が
ら
の
演
奏
な
ど
す

ば
ら
し
く
感
動
し
ま
し
た
。 

　
迫
力
あ
る
、オ
ペ
ラ『
ワ
カ
ヒ
メ
』ハ
イ

ラ
イ
ト
の
終
了
後
に
は
、お
楽
し
み
抽
選

会
が
行
わ
れ
、市
内
外
の
人
が
赤
磐
市
の

特
産
品
を
手
に
さ
れ
大
喜
び
。 

　
一
方
、私
と
い
え
ば
、舞
台
上
で
受
け
取

る
と
は
知
ら
ず
応
募
し
て
い
て
、「
当
た

っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
！
舞
台
の
上
ま
で

は
…
」
と
は
ら
は
ら
ど
き
ど
き
。
最
後
の

人
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
ら
、勝
手
な
も
の

で
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。 
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十
月
十
二
日（
金
）、「
犯
罪
の
な
い
安
全
・

安
心
岡
山
県
づ
く
り
県
民
推
進
大
会
」で
、

山
陽
団
地
防
犯
組
合
が
犯
罪
の
な
い
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
知
事
表
彰（
功
労
賞
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
山
陽
団
地
防
犯
組
合
は
、昭
和
四
十
八

年
四
月
に
設
立
以
来
、「
出
来
る
範
囲
で
、

気
軽
に
、安
全
に
」
を
合
言
葉
に
、長
年
に

わ
た
っ
て
団
地
内
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

や
交
流
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
、青
少
年
の

健
全
育
成
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

山
陽
団
地
防
犯
組
合
知
事
表
彰 

　
十
一
月
十
一
日（
日
）、是
里
農
村
公
園
で
第
十
九
回
こ

れ
里
ワ
イ
ン
ま
つ
り
が
開
か
れ
、県
内
は
も
ち
ろ
ん
、遠
く

京
阪
神
か
ら
の
お
客
さ
ん
約
七
百
人
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
ま
つ
り
は
、こ
れ
里
ワ
イ
ン
の
新
酒
の
誕
生
を
祝

い
、多
く
の
ワ
イ
ン
を
愛
す
る
人
が
一
同
に
会
し
、地
域
の

活
性
化
と
都
市
と
の
交
流
を
願
い
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
会
場
を
囲
む
テ
ン
ト
村
で
は
、さ
ば
寿
司
、山
菜
お
こ

わ
や
地
元
の
野
菜
・
竹
細
工
な
ど
地
域
の
特
産
品
が
販

売
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、地
元
出
身
の
藤
原
浩
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー

を
は
じ
め
、郷
土
芸
能
な
ど
で
ム
ー
ド
は
最
高
潮
に
…
。 

　
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、良
質
の
ブ
ド
ウ
か
ら
香
り

高
い
芳
醇
な
ワ
イ
ン
を
皆
さ
ん
に
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

第
十
九
回
こ
れ
里
ワ
イ
ン
ま
つ
り 

　
十
月
二
十
三
日（
火
）、石
相
保
育

園
の
園
児
が
近
く
の
田
ん
ぼ
で
、稲
刈

り
体
験
を
し
ま
し
た
。 

　
地
元
農
家
、
苅
田
勝
利
さ
ん
か
ら

鎌
の
使
い
方
の
指
導
を
受
け
、一
株
ず

つ
丁
寧
に
刈
り
取
り
を
行
い
ま
し
た
。 

　
収
穫
し
た
お
米
は
岡
山
県
栄
養
士

会
東
備
支
部
の
栄
養
士
さ
ん
と
一
緒

に
ラ
ッ
プ
お
に
ぎ
り
に
し
て
味
わ
い
ま

し
た
。 

石
相
保
育
園 

▲新酒のワインを楽しむ来場者 

▲秋晴れのもと収穫を楽しむ園児ら 

s
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
佐
々
木
組
合
長 
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の 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 

             

■
安
禅
寺 

五
輪
塔 

　
　
　
　（
赤
磐
市
馬
屋
） 

　
五
輪
塔
は
、平
安
時
代
中
ご
ろ

か
ら
日
本
で
独
自
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
仏
塔
の
一
種
で
あ

り
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
石
造

の
墓
標
や
供
養
塔
と
し
て
数
多

く
作
れ
ら
れ
ま
し
た
。
下
か
ら
、 

　
地
輪
＝
四
角
、水
輪
＝
円
、 

　
火
輪
＝
三
角
、風
輪
＝
半
円
、 

　
空
輪
＝
宝
珠 

の
五
輪
を
積
み
上
げ
た
形
は
、イ

ン
ド
の
五
大
思
想
を
表
し
、各
輪

の
四
面
に
梵
字
を
彫
り
ま
す
。 

　
赤
磐
市
馬
屋
に
あ
る
臨
済
宗

安
禅
寺
の
境
内
に
、
巨
大
な
五

輪
塔
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
安
禅
寺
は
、慶
長
年
間
に

梁
山
和
尚
に
よ
っ
て
開
か
れ
、池

田
家
の
教
導
を
つ
と
め
た
寺
で
し

た
。
も
と
も
と
は
岡
山
市
富
田

町
に
所
在
し
て
い
ま
し
た
が
、第

二
次
世
界
大
戦
の
戦
火
に
よ
り

寺
は
焼
失
し
ま
し
た
。 

　
昭
和
四
十
七
年
、
池
田
輝
政

の
菩
提
寺
で
あ
る
国
清
寺（
岡
山

市
）の
当
時
の
住
職
ら
関
係
者
の

尽
力
に
よ
り
赤
磐
の
地
に
再
興

さ
れ
ま
し
た
。
移
転
の
際
、戦
災

で
す
べ
て
焼
け
て
し
ま
っ
た
安
禅

寺
に
は
残
る
物
が
な
く
、ゆ
か
り

の
あ
る
国
清
寺
か
ら
、巨
大
な
五

輪
塔
を
移
築
し
た
の
で
す
。 

　
こ
の
五
輪
塔
は
角
礫
凝
灰
岩
、

い
わ
ゆ
る
豊
島
石
製
で
あ
り
、水

輪
部
分
に
漢
字
が
彫
ら
れ
て
い

ま
す
が
、豊
島
石
の
特
性
か
ら
水

に
弱
く
、表
面
は
風
化
が
進
み
、

刻
ま
れ
た
文
字
は
簡
単
に
は
判

読
で
き
ま
せ
ん
。 

　
時
代
や
、誰
の
も
の
か
は
不
明

で
す
が
、五
輪
塔
の
形
の
特
徴
か

ら
、江
戸
時
代
初
期
の
も
の
で
あ

ろ
う
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
高
さ
は

三
メ
ー 

ト
ル

を
越
え
て
お
り
、安
土
桃
山

時
代
の
宇
喜
多
秀
家
生
母
の
墓

と
伝
え
ら
れ
る
法
鮮
銘
五
輪
塔

に
せ
ま
る
大
き
さ
で
す
。 

　
五
輪
塔
の
あ
っ
た
国
清
寺
は
江

戸
期
に
は
藩
主
の
菩
提
寺
で
あ
っ

た
た
め
、一
般
の
檀
家
を
持
ち
ま

せ
ん
で
し
た
。
池
田
氏
や

そ
の
家
臣
の
古
い
墓
石
の

中
に
は
豊
島
石
製
の
墓
石

も
多
く
、大
型
の
五
輪
塔

も
六
基
あ
り
ま
す
。 

　
安
禅
寺
に
移
築
さ
れ

た
五
輪
塔
の
主
も
大
名
家

に
連
な
る
人
物
と
思
わ
れ

ま
す
。
現
在
は
威
風
堂
々

た
る
姿
で
、備
前
国
分
寺

跡
や
両
宮
山
古
墳
の
あ
る

平
野
を
静
か
に
見
渡
し
て

い
ま
す
。 

ぼ 

ぼ
ん 

こ
く 

か
く 

れ
き 

ぎ
ょ
う 

か
い 

が
ん 

せ
い 

じ 

じ 

ひ
ょ
う 

く 

よ
う 

と
う 

て 

し
ま 

い
し 

あ
ん
ぜ
ん  

じ 

ご  

り
ん
と
う 
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